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Ⅰ 企 業 団 の 概 要

１ 設立からの経緯

福島県県北地方は県都福島市を中心に豊かな産業基盤と伝統を礎に県内の政治、経済、文

化の中心的役割を担っています。特に、都市が活動していく上で必要不可欠な水道は、その整備

普及により、地域の発展に大きく貢献してきました。

この地域は、飲料水などの生活用水を地下水や河川の表流水に依存していました。中でも主

要水源である阿武隈川は、本県の中心部を流れる都市河川のため水質の悪化が進み、また、幾

度となく渇水にも見舞われてきました。地下水も枯渇傾向にあり、安定した水源の確保が困難な状

況となっていました。

こうした県北地方の共通した水事情の悪化と、今後予想される水需要の増大に対処するため、

福島市を中心に、抜本的な水源対策として、阿武隈川水系摺上川の調査を国に対し強く要望し

てきました。

その結果、昭和 年、国において、摺上川ダムの建設計画が発表されました。その後、現地調

査を進め昭和 年には、ダムサイトを茂庭屴振地区との決定がなされ、昭和 年に摺上川ダム

建設基本計画が発表されました。

これを受けて、昭和 年 月に当時の福島市、桑折町、伊達町、国見町、梁川町、保原町、

霊山町、月舘町、川俣町、飯野町、安達町並びに東和町が共同で新たな水道施設の建設にあた

るために、福島地方水道用水供給企業団を設立させました。

昭和 年 月に厚生省（現在の厚生労働省）の経営認可を得て、昭和 年より送水管の布設

に着手するとともに、導水トンネル、浄水場などの建設を行い、平成 年 月 日より暫定供給、

平成 年 月 日から本格供給を開始しました。

現在の企業団は、構成団体の合併により、福島市、二本松市、伊達市、桑折町、国見町及び川

俣町の 市 町で構成されている、一部事務組合となっています。

― 2 ―



２　　年　表　

年　(西暦)

昭和47(1972) 国が摺上川ダムの建設計画を発表

摺上ダム建設連絡協議会が設立されダム建設促進と生活再建対策等に対応

県は「福島県水道整備基本構想」を策定

県から摺上ダムへの参加の可否と要望水量について照会

建設省は摺上ダム建設予定地として飯坂町茂庭字屶振地区が最適と発表

県は「福島県水道整備基本構想」を改定

「摺上ダム建設連絡協議会」から「摺上川ダム建設促進協議会」に組織名称
を変更

県北水道用水供給基本計画の調査を委託

県へ広域的水道整備計画の策定を要請

利水市町村長会議により水道用水供給事業の事業主体を企業団方式と決定

「福島地方水道用水供給企業団設立準備会」が発足

「福島地方水道用水供給企業団」の設立許可

企業団初議会開催

企業団事務所を開設

福島地方水道用水供給事業経営の認可を申請

福島地方水道用水供給事業経営の認可（厚生省生衛第389号）

建設大臣は「摺上川ダムの建設に関する基本計画」を告示

厚生省より水道水源開発施設整備事業の新規採択

厚生省より特定広域化施設整備事業の新規採択

平成3(1991) 厚生省より遠距離導水等施設整備事業の新規採択

福島地方水道用水供給事業経営の変更認可を申請

福島地方水道用水供給事業経営の変更認可（厚生省生衛第393号）

福島地方水道用水供給事業経営の変更議決

水利使用許可申請（建設大臣）

水利使用許可（建設省東地河調発第7号）　135,735㎥/日

建設大臣は「摺上川ダム建設に関する基本計画の変更」を告示

企業団議会で福島地方水道用水供給事業経営の変更議決

企業団議会で暫定供給時の暫定単価を提示

総合試運転連絡協議会設立

月　日 事　　　　　　　　　　　　　　　項
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年　(西暦)

浄水場の名称を「すりかみ浄水場」に決定

暫定豊水水利使用許可申請（国土交通省東北地方整備局長）

企業団事務所をすりかみ浄水場に移転

暫定豊水水利使用許可（国東整水第98号）　40,000㎥/日

企業団議会で供給条例議決

給水開始前の施設検査及び水質検査合格

給水開始前届

水道用水供給開始式

すりかみ浄水場落成記念式典

摺上川ダム湛水式

特定多目的ダム法第13条の許可申請（国土交通大臣）

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

ダム使用権設定前の多目的ダムの利用許可（国河治第212号）　80,000㎥/日

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

摺上川ダム竣工式

構成団体である安達町、東和町が二本松市、岩代町と新設合併し新「二本松
市」となる
構成団体である伊達町、梁川町、保原町、霊山町及び月舘町が新設合併し
「伊達市」となる

水利使用許可申請（国土交通省東北地方整備局長）

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

創設事業に係る建設工事が完了

ダム使用権設定（設定番号第185番）　一日最大249,000㎥／日

水利使用許可（17国東整水第257号）　161,300㎥／日

企業団議会で供給条例議決

本格供給開始（一日最大給水量149,920㎥/日）

本格供給開始記念式典及び記念コンサート開催

構成団体である飯野町が福島市へ編入合併

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

東日本大震災発生

漏水個所が9箇所発生し、全域水域が送水停止となる。
震災後10日間で復旧完了。

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

企業団議会で供給条例の一部を改正する条例議決

月　日 事　　　　　　　　　　　　　　　項
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３　計  画　概　要

 （１）　計画諸元

区 分

計 画 目 標 年 度

一日最大給水量

一日最大取水量

工 期

総 事 業 費

※拡張事業の水量は、摺上川ダムへの参画水量である。

創 設 事 業

平成19年度

－

拡 張 事 業

将来計画

平成19年度（本格供給）

同左

－

－

231,570ｍ ／日

249,000ｍ ／日

昭和61年度～平成17年度

3市3町

1,487.9億円

149,920ｍ ／日

161,300ｍ ／日

給 水 開 始 年 度

給 水 対 象
桑折町、国見町、川俣町

福島市、二本松市、伊達市

平成15年度（暫定供給）
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 （２）　事業費及び財源

構成比 構成比

億円 ％ 億円 ％

 （３）　摺上川ダム参画水量

旧 飯 野 町

福島市 飯野町除く

旧 霊 山 町

摺上川ダム参画水量（取水量）

(㎥／日)

旧 月 舘 町

桑 折 町

国 見 町

川 俣 町

起 債

計

事 業 費

旧 東 和 町

伊 達 市

旧 伊 達 町

旧 梁 川 町

旧 保 原 町

財 源

水 源 施 設 建 設 費

用 地 及 び 調 査 費

県 費 補 助 金

国 庫 補 助 金貯水費（ダム負担金）

計計

出 資 金

負 担 金

事 務 費

建 設 債 利 息

福 島 市

そ の 他 運 営 費

構　成　団　体 構　成　比
（％）

その他財源（消費税還付金等）

二 本 松 市

旧 安 達 町
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４　用水供給料金

（１）用水供給料金変遷表

（消費税抜き）

平成15年4月1日 一律 1ｍ 当り 暫定供給料金

(制定)　

(改定)　

(改定)　

平成19年4月1日
本格供給開始

区分 算定基準 料金（円）施行年月日 備考

平成19年4月1日

基本料金

従量料金 1ｍ 当り

構成市町
月額合計

基本料金
構成市町
月額合計

平成22年4月1日

従量料金 1ｍ 当り
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期別

種別

貯水施設
  （摺上川ダム）
取水施設
　（摺上川ダム右岸）
導水施設
浄水施設
排水処理施設
送水施設

変更箇所
　
取水施設
 （摺上川ダム左岸）

第1回計画変更認可
のとおり

第1回計画変更認可
のとおり

厚生省生衛第389号
(昭和61年6月6日)

厚生省生衛第393号
(平成5年3月31日)

平成6年2月
企業団議会定例会
議案第1号
（平成6年2月21日)

平成10年10月
企業団議会臨時会
議案第5号
（平成10年10月30日）

平成12年度 平成12年度 平成13年度 平成19年度

昭和61年6月 昭和61年6月 昭和61年6月 昭和61年6月

平成10年3月 平成10年3月 平成13年3月 平成18年3月

事 業 費 (千円)

計 画 一 日
最大給水量

(㎥)

福島市、桑折町、
伊達町、国見町、
梁川町、保原町、
霊山町、月舘町、
川俣町、飯野町、
安達町、東和町

同左 同左 同左

認可を要しない変更
（摺上川ダム基本計画

変更に伴う）

主 要 設 備

認 可 年 月 日

着 工 年 月

構 成 団 体

５　事業認可一覧

創 設 事 業
第1回計画変更認可
（取水地点の変更）

目 標 年 度

認可を要しない変更
（工期及び事業費の

変更）

完 成 年 月
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期別

種別

貯水施設
  （摺上川ダム）
取水施設
　（摺上川ダム右岸）
導水施設
浄水施設
排水処理施設
送水施設

変更箇所
　
取水施設
 （摺上川ダム左岸）

第1回計画変更認可
のとおり

第1回計画変更認可
のとおり

厚生省生衛第389号
(昭和61年6月6日)

厚生省生衛第393号
(平成5年3月31日)

平成6年2月
企業団議会定例会
議案第1号
（平成6年2月21日)

平成10年10月
企業団議会臨時会
議案第5号
（平成10年10月30日）

平成12年度 平成12年度 平成13年度 平成19年度

昭和61年6月 昭和61年6月 昭和61年6月 昭和61年6月

平成10年3月 平成10年3月 平成13年3月 平成18年3月

事 業 費 (千円)

計 画 一 日
最大給水量

(㎥)

福島市、桑折町、
伊達町、国見町、
梁川町、保原町、
霊山町、月舘町、
川俣町、飯野町、
安達町、東和町

同左 同左 同左

認可を要しない変更
（摺上川ダム基本計画

変更に伴う）

主 要 設 備

認 可 年 月 日

着 工 年 月

構 成 団 体

５　事業認可一覧

創 設 事 業
第1回計画変更認可
（取水地点の変更）

目 標 年 度

認可を要しない変更
（工期及び事業費の

変更）

完 成 年 月
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Ⅱ　施　設　概　要

１ 　施設能力

２　水利権

３  ダム使用権

（１）位置及び名称

阿武隈川水系摺上川
摺上川ダム

（２）水位

最高水位
非洪水期 標高 296.5ｍ
洪水期 標高 295.0ｍ

最低水位 標高 245.0ｍ

（３）量

非洪水期 107,000,000㎥のうち最大47,200,000㎥

洪水期 101,000,000㎥のうち最大43,400,000㎥
（一日最大取水量249,000㎥）

（４）ダム使用権の設定番号

第185番

取 水 場 所

1.867㎥/秒

水源名

摺上川ダム

取水方法

直接取水
（取水塔）

阿武隈川水系
摺上川

摺上川ダム
安定水利権

許可年月日

（161,300㎥/日）

許　　可　　水　　量

平成18年8月16日 平成28年3月31日

許可番号

17国東整水
第257号

期　　限

浄水場名

すりかみ浄水場

施設能力
（公称能力）

161,300㎥/日

摘　　要

平成28年3月31日現在
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Ⅱ　施　設　概　要

１ 　施設能力

２　水利権

３  ダム使用権

（１）位置及び名称

阿武隈川水系摺上川
摺上川ダム

（２）水位

最高水位
非洪水期 標高 296.5ｍ
洪水期 標高 295.0ｍ

最低水位 標高 245.0ｍ

（３）量

非洪水期 107,000,000㎥のうち最大47,200,000㎥

洪水期 101,000,000㎥のうち最大43,400,000㎥
（一日最大取水量249,000㎥）

（４）ダム使用権の設定番号

第185番

取 水 場 所

1.867㎥/秒

水源名

摺上川ダム

取水方法

直接取水
（取水塔）

阿武隈川水系
摺上川

摺上川ダム
安定水利権

許可年月日

（161,300㎥/日）

許　　可　　水　　量

平成18年8月16日 平成28年3月31日

許可番号

17国東整水
第257号

期　　限

浄水場名

すりかみ浄水場

施設能力
（公称能力）

161,300㎥/日

摘　　要

平成28年3月31日現在
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４  ダムの概要

（左　岸）

（右　岸）

洪　水　調　整

流水の正常な機能の維持

か　ん　が　い /秒

水　道　用　水（企業団） /日

工　業　用　水（福島県） /日

発電最大出力(東北電力）

㎞

㎞

総 量

有 効 量

常 用 洪 水 吐

非 常 用 洪 水 吐

そ の 他 放 流 設 備

約1,955 億円総 事 業 費

ダ
　
　
　
　
　
ム

形 式

堤 高

堤 頂 長

堤 体 積

施 設 名

河 川 名

国土交通省

目 的

ダ ム の 事 業 主

阿武隈川水系摺上川

摺上川ダム

福島市飯坂町茂庭

福島市飯坂町茂庭
位 置

利水及び貯水位低下用放流設備

放
流
設
備

堤 頂 標 高

湛 水 面 積

設 計 洪 水 位

サ ー チ ャ ー ジ 水 位

堆 砂 容 量

貯
水
量

常 時 満 水 位

昭和57年度～平成17年度

中央コア型ロックフィルダム

オリフィス3.0m×3.0m　2門

自由越流形式

有 効 水 深

制 限 水 位

最 低 水 位

工 期

集 水 面 積

貯
　
　
　
水
　
　
　
池

標準断面図

計画高 ～

ダム堤頂

リップラップ

ダム軸

サーチャージ水位

洪水期制限水位

設計洪水位

常時満水位

リップラップ

最低水位

非越流部標高

粗粒フィルタ

細粒フィルタ

カーテングラウチング

粗粒フィルタ

細粒フィルタ

コア

ロック（Ⅱ）

ロック（Ⅰ）

ロック（Ⅱ）

堤高

０ｍ ５０ｍ

ロック（Ⅰ）
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５　施設の現況

種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

貯水 福島市飯坂町 計画取水量　249,000㎥/日

施設 茂庭字屴振地内

取水 選択取水 1塔 RC造　独立塔形式H＝98.0m

施設 （ 共 同 施 設 ） ＋296.50m 円形多段式シリンダーゲート

＋245.00m

ＳＵＳ　　 　口径  φ1,350

ＳＵＳ　　 　口径  φ1,000

ＤＩＰ－Ｓ 　口径  φ1,500

ＤＩＰ－Ｓ 　口径  φ1,100

ＤＩＰ－Ｋ 　口径  φ400

ＰＰ　　　 　 口径  φ400

（ 単 独 施 設 ） 監 視 装 置 ダム取水塔内 1台

導水 福島市飯坂町 １棟 RC造　地上1階地下1階　

施設 （ ダ ム 側 ） 茂庭字田頭山17-ﾛ 延床面積　

建築面積　84.60m
1槽 RC造  幅　6.0m　長　10.0m

         深　4.75m

有効容量　285.0m
1階　電気室 濁度計　PH計　温度計　導電率計

超音波水位計

低圧動力盤　計装ﾃﾚﾒｰﾀ盤

無停電電源装置

流 入 流 量 計 地下1階　配管室 1台 口径φ1,100 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-8,000m
流 量 調 節 弁 〃 １基 整流弁体ﾒﾀﾙｼｰﾄﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ1,100　0.74MPａ

電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 〃 3基 口径　φ1,100　0.74MPａ

電 動 ゲ ー ト 弁 1階　ゲート室 2基 鋳鉄製外ネジ式制水扉

□1,000×1,900

1.5ｋW　200Ｖ　

監 視 装 置 〃 1台 準動画装置盤

連続水質監視装置 〃 1基 魚類：ヒメダカ

福島市飯坂町茂庭 馬蹄型RC造　中央隔壁付

字田頭山地内～飯 R＝1.0m　勾配1.1‰

坂町字沼ノ上地内 幅　1.5m　高　2.1m

福島市飯坂町茂庭 PC造　

字増沢山地内

福島市飯坂町 2槽 RC造　幅  4.0m　長  6.5m 粉末活性炭

（ 浄 水 場 側 ） 字沼ノ上1-1 　　　 　深  6.9m 注入点

2室 RC造　幅  4.0m　長  14.0m

　　　　 深  3.5m

原水流入流量計 接合井1階下部 2台 口径φ1,100 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-4,000m
原 水 流 入 弁 〃 2基 電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁  1.5kW　400V

口径φ1,100　0.74MPａ

非 常 用 放 流 弁 〃 2基 電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁  1.5kW　400V

口径φ1,100　0.74MPａ

緊 急 放 流 管 路 福島市飯坂町字 1,353.9ｍ ＤＩＰ－Ｋ 　口径  φ500

沼ノ上地内～

飯坂町字大坊地内

減 勢 池 福島市飯坂町字 2池 RC造

大坊23-3

導 水 ト ン ネ ル

水 路 橋

接 合 井

緊 急 放 流 施 設

流 量 計 室

細　　別 名　　称

摺 上 川 ダ ム

導 水 管

取 水 塔

導 水 管 路

接 合 井

排 水 施 設

接 合 井

増 沢 水 路 橋

接 合 井
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５　施設の現況

種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要
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（ 単 独 施 設 ） 監 視 装 置 ダム取水塔内 1台

導水 福島市飯坂町 １棟 RC造　地上1階地下1階　

施設 （ ダ ム 側 ） 茂庭字田頭山17-ﾛ 延床面積　

建築面積　84.60m
1槽 RC造  幅　6.0m　長　10.0m
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有効容量　285.0m
1階　電気室 濁度計　PH計　温度計　導電率計

超音波水位計

低圧動力盤　計装ﾃﾚﾒｰﾀ盤
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流 入 流 量 計 地下1階　配管室 1台 口径φ1,100 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-8,000m
流 量 調 節 弁 〃 １基 整流弁体ﾒﾀﾙｼｰﾄﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ1,100　0.74MPａ

電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 〃 3基 口径　φ1,100　0.74MPａ

電 動 ゲ ー ト 弁 1階　ゲート室 2基 鋳鉄製外ネジ式制水扉

□1,000×1,900

1.5ｋW　200Ｖ　

監 視 装 置 〃 1台 準動画装置盤

連続水質監視装置 〃 1基 魚類：ヒメダカ

福島市飯坂町茂庭 馬蹄型RC造　中央隔壁付

字田頭山地内～飯 R＝1.0m　勾配1.1‰

坂町字沼ノ上地内 幅　1.5m　高　2.1m

福島市飯坂町茂庭 PC造　

字増沢山地内

福島市飯坂町 2槽 RC造　幅  4.0m　長  6.5m 粉末活性炭
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2室 RC造　幅  4.0m　長  14.0m
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原水流入流量計 接合井1階下部 2台 口径φ1,100 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-4,000m
原 水 流 入 弁 〃 2基 電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁  1.5kW　400V

口径φ1,100　0.74MPａ

非 常 用 放 流 弁 〃 2基 電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁  1.5kW　400V

口径φ1,100　0.74MPａ

緊 急 放 流 管 路 福島市飯坂町字 1,353.9ｍ ＤＩＰ－Ｋ 　口径  φ500

沼ノ上地内～

飯坂町字大坊地内

減 勢 池 福島市飯坂町字 2池 RC造

大坊23-3

導 水 ト ン ネ ル

水 路 橋

接 合 井

緊 急 放 流 施 設

流 量 計 室

細　　別 名　　称

摺 上 川 ダ ム

導 水 管

取 水 塔

導 水 管 路

接 合 井

排 水 施 設

接 合 井

増 沢 水 路 橋

接 合 井
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 福島市飯坂町 敷地面積　134,572.00㎡

施設 字沼ノ上1-1

管 理 本 館 1棟 RC造　地上3階地下1階

延床面積　3,804.91m

建築面積　 2,895.43m （薬注棟含む）

1Ｆ　電気室　水質試験室　

薬品貯蔵室　水質発信機室

理化学試験室等

2Ｆ　中央監視室　大会議室

事務室　中会議室　企業長室

電算機室　運転管理員室等

3Ｆ　倉庫

本館2階 1式 監視系操作卓　支援系操作卓

中央監視室 50ｲﾝﾁ10面構成大型ｽｸﾘｰﾝ

帳票プリンタ

帳票メッセージプリンタ

計算機室 ﾃﾚﾒｰﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ盤

ﾃﾚﾒｰﾀ受信装置盤

ﾌﾟﾛｾｽｺﾝﾄﾛｰﾗ盤 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｻｰﾊﾞ

ＲＣＳ盤　分電盤

気 象 計 器 屋上 1式 風向風速計　温度計　湿度計

日射計

Ｉ Ｔ Ｖ 監 視 装 置 屋外 7台

中央監視室 ＩＴＶ操作卓　

計算機室 ＩＴＶ制御装置盤

本館１階 1式 色度・濁度測定器　蛍光顕微鏡

理化学試験室 紫外可視分光光度計

超純水製造装置(2台）
超音波洗浄器　超音波ピペット洗浄器

金属等前処理室 超純水製造装置

ICP室 誘導結合プラズマ質量分析計

全有機炭素計　水銀分析計　

VOC等測定室 ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ-ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ‐質量分析計

液クロ室 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ質量分析計

ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ‐質量分析計

イオンクロ室 ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｼｽﾃﾑ

ｲｵﾝｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ‐ﾎﾟｽﾄｶﾗﾑｼｽﾃﾑ(2台）

ガスマス室 ﾊﾟｰｼﾞ&ﾄﾗｯﾌﾟ‐ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ‐質量分析計

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ蛍光システム

農薬等前処理室 自動固相抽出装置

超純水製造装置

水 質 監 視 水 槽 1階ホール 1槽 魚類：岩魚　容量：3㎥

水質発信機室 1式 濁度計　ｐH計　ｱﾙｶﾘ度計

残塩計　導電率計　温度計

（原水　混和水　沈澱水　

ろ過池出口　ろ過水　浄水

送水　返送水）

1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 1,500kVA×2

引込盤　受電盤　

進相コンデンサ盤

動力変圧器一次盤

200Ｖ動力変圧器盤

照明変圧器盤　照明配電盤

動力変圧器二次盤

無停電電源装置

本館電気室分電盤

直流電源装置

細　　別

す り か み 浄 水 場

名　　称

水 質 試 験 設 備

水 質 計 器 設 備

中央監視制御設備

受 変 電 設 備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 薬 注 棟 1棟 RC造　地上2階地下1階

施設 延床面積　1,945.80m
薬注棟1階

貯 蔵 槽 〃 3槽 FRP製　V=50m
注入ポンプ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

1.5kW　H=30m Q=50ℓ/分

吸込40A　吐出20A

定 圧 槽 〃 2槽 SS400製　V=1m
注 入 機 〃 5台 鋼板製パネル型

Q=6.77～168.7ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

(大)φ15×7（小）φ15×4

軟 水 器 薬注棟地下1階 2台 自動再生型　採水流量7,000ℓ/ｈ

希 釈 水 槽 〃 1槽 PE製　V=1m
希 釈 水 ポ ン プ 〃 3台 横型渦巻ポンプ1.5kW　H=43m

Q=30ℓ/分  吸込32A　吐出32A
塩溶解槽・飽和塩水槽 〃 2槽 RC製　V=59.8m

塩 水 ポ ン プ 〃 3台 一軸偏心ポンプ

0.4kW　H=45m Q=3ℓ/分

吸込20A　吐出20A

生 成 次 亜 装 置 〃 2基 無隔膜式塩水電解方式

400kg‐Cl /日 Q=1.67m

配管集合ﾕﾆｯﾄ  制御盤

生成次亜貯蔵槽 薬注棟1階 3槽 FRP製(内面ＰＶＣライニング）　V=40m

次亜注入ポンプ 〃 2(2)台 耐薬品用渦巻ポンプ

大（小） 5.5(1.5)kW　H=45(3５)m　Q=150

(40)ℓ/分 吸込40A 吐出25(20)A

前 次 亜 注 入 機 〃 2台 鋼板製パネル型

Q=1.36～27.23ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ40×40（小）φ15×7

中 次 亜 注 入 機 〃 5台 鋼板製パネル型

Q=0.68～16.95ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×15（小）φ15×5

後 次 亜 注 入 機 〃 2台 鋼板製パネル型

Q=0.54～10.89ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ20×20（小）φ20×5

薬注棟1階

苛性ｿｰﾀﾞ希釈槽 〃 1槽 SS400製　V=18.5m
苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

移 送 ポ ン プ 〃 7.5kW　H=10m Q=1m /分
吸込80A　吐出65A

苛性ｿｰﾀﾞ貯蔵槽 〃 2槽 FRP製(内面ＰＶＣライニング）　V=41m

苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

注 入 ポ ン プ 〃 1.5kW　H=30m Q=50ℓ/分

吸込40Ａ　吐出20A

苛性ｿｰﾀﾞ定圧槽 〃 2槽 SS400製　V=1m
前 苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 鋼板製パネル型

注 入 機 〃 Q=6.83～164.00ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×15（小）φ15×4

後 苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 鋼板製パネル型

注 入 機 〃 Q=3.41～40.98ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×5（小）φ15×4

細　　別

苛性ソーダ注入装置

名　　称

注 入 設 備

生成次亜注入設備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 薬 注 棟 1棟 RC造　地上2階地下1階

施設 延床面積　1,945.80m
薬注棟1階

貯 蔵 槽 〃 3槽 FRP製　V=50m
注入ポンプ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

1.5kW　H=30m Q=50ℓ/分

吸込40A　吐出20A

定 圧 槽 〃 2槽 SS400製　V=1m
注 入 機 〃 5台 鋼板製パネル型

Q=6.77～168.7ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

(大)φ15×7（小）φ15×4

軟 水 器 薬注棟地下1階 2台 自動再生型　採水流量7,000ℓ/ｈ

希 釈 水 槽 〃 1槽 PE製　V=1m
希 釈 水 ポ ン プ 〃 3台 横型渦巻ポンプ1.5kW　H=43m

Q=30ℓ/分  吸込32A　吐出32A
塩溶解槽・飽和塩水槽 〃 2槽 RC製　V=59.8m

塩 水 ポ ン プ 〃 3台 一軸偏心ポンプ

0.4kW　H=45m Q=3ℓ/分

吸込20A　吐出20A

生 成 次 亜 装 置 〃 2基 無隔膜式塩水電解方式

400kg‐Cl /日 Q=1.67m

配管集合ﾕﾆｯﾄ  制御盤

生成次亜貯蔵槽 薬注棟1階 3槽 FRP製(内面ＰＶＣライニング）　V=40m

次亜注入ポンプ 〃 2(2)台 耐薬品用渦巻ポンプ

大（小） 5.5(1.5)kW　H=45(3５)m　Q=150

(40)ℓ/分 吸込40A 吐出25(20)A

前 次 亜 注 入 機 〃 2台 鋼板製パネル型

Q=1.36～27.23ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ40×40（小）φ15×7

中 次 亜 注 入 機 〃 5台 鋼板製パネル型

Q=0.68～16.95ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×15（小）φ15×5

後 次 亜 注 入 機 〃 2台 鋼板製パネル型

Q=0.54～10.89ℓ/分

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ20×20（小）φ20×5

薬注棟1階

苛性ｿｰﾀﾞ希釈槽 〃 1槽 SS400製　V=18.5m
苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

移 送 ポ ン プ 〃 7.5kW　H=10m Q=1m /分
吸込80A　吐出65A

苛性ｿｰﾀﾞ貯蔵槽 〃 2槽 FRP製(内面ＰＶＣライニング）　V=41m

苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 耐薬品用渦巻ポンプ

注 入 ポ ン プ 〃 1.5kW　H=30m Q=50ℓ/分

吸込40Ａ　吐出20A

苛性ｿｰﾀﾞ定圧槽 〃 2槽 SS400製　V=1m
前 苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 鋼板製パネル型

注 入 機 〃 Q=6.83～164.00ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×15（小）φ15×4

後 苛 性 ソ ー ダ 〃 2台 鋼板製パネル型

注 入 機 〃 Q=3.41～40.98ℓ/ｈ

空気作動調節弁（ﾀﾞﾌﾞﾙﾚﾝｼﾞ）

（大）φ15×5（小）φ15×4

細　　別

苛性ソーダ注入装置

名　　称

注 入 設 備

生成次亜注入設備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 着 水 井 FGL＋222.50m 2池 RC造　幅5.0m 長13.0m 深5.0m 前次亜･

施設 HWL＋223.50m 有効容量　325ｍ /池 前苛性ｿｰﾀﾞ

LWL＋218.50m 炭酸ｶﾞｽ・粉末活性炭注入点 注入点

薬 品 混 和 池 FGL＋221.35m 4池 RC造　幅3.5m　長3.5m　深4.3m

HWL＋222.10m 有効容量　43ｍ /池 注入点

急 速 攪 拌 機 混和池 LWL＋217.80m 4台 立軸懸垂式　ﾌﾗｯｼｭﾐｷｻｰ5.5kW

流 入 調 整 弁 地下1階管廊 4基 電動ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 0.4kW　400V

口径φ600　0.74MPａ　

フロック形成池 FGL＋222.50m 4池 RC造 幅18.7m 長13.0m 深5.6m

HWL＋221.80m 有効容量　1,115ｍ /池
LWL＋221.35m 上下迂流方式 滞留時間39分

薬 品 沈 澱 池 FGL＋222.50m 4池 RC造 幅18.7m 長24.0m 深6.3m 中次亜

HWL＋221.20m 有効容量　1,808ｍ /池 注入点

LWL＋214.90m 滞留時間　60分/池

処理水量　41,500ｍ /日/池
傾 斜 板 屋外水中 1式 横向流式（完全水没式）

5段12列4基　 枚/池

凍 結 防 止 装 置 地下1階管廊 6基 凍結防止ﾌﾞﾛﾜ（空気洗浄ﾌﾞﾛﾜ兼）

汚泥掻き寄せ機 屋外水中 12基 水中ﾛｰﾌﾟ牽引式 2連1駆動0.75kW

排 泥 弁 地下2階管廊 24基 空気作動式偏心構造弁φ200

排 泥 促 進 弁 〃 24基 電動ボール弁　口径80Ａ

排泥促進ポンプ 地下1階管廊 4台 横軸渦巻ポンプ　7.5kW

集 水 ト ラ フ 流出帯 48本 U型トラフ

沈澱池充水ｹﾞｰﾄ 流出渠 4基 手動外ネジ式 □500×500
沈澱池流出渠連通ｹﾞｰﾄ 〃 4基 手動外ネジ式 □700×700

沈 澱 池 薬品沈澱池 4台 口径φ600　0.74MPａ  電磁式　

流 入 流 量 計 地下1階管廊 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-3,000m
急速ろ過池表洗 薬品沈澱池 2台 口径φ300　0.98MPａ  電磁式　

流 量 計 地下1階管廊 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-1,200m
急 速 ろ 過 池 FGL＋222.50m 24池 RC造　幅　7.0m　長　9.8m

HWL＋219.80m 単層重力・自己洗浄方式

処理水量　8,232㎥/日/池

ろ過面積　68.6㎡/池

ろ過速度　120m/日

原水流入ゲート ろ過池屋外 24基 電動ゲート　□500×500

排 水 ゲ ー ト ろ過池屋外 24基 電動ゲート　□900×900

浄 水 ゲ ー ト ろ過池地下1階 24基 電動ゲート　□1,300×600

浄水渠連通ゲート 〃 4基 手動ゲート　□1,000

浄水渠連絡ゲート 〃 2基 手動ゲート　□1,000

表 洗 弁 管廊地下2階 24基 電動弁　口径250Ａ

　 補 給 水 弁 管廊地下1階 2基 電動弁　口径300Ａ

　 ろ 過 調 整 堰 ろ過池地下1階 8基 可動堰　幅2.0ｍ　上下幅0.4ｍ

1式 表洗装置（固定式）

下部集水装置（有孔ブロック）

ろ過砂（500mm厚　単層）

マンガン砂（100mm厚　単層）

砂利（200mm厚）　排水トラフ

濁 度 計 地下1階通路 4台 高感度

補 給 水 急速ろ過池 2台 口径　φ300　発信機付ｵﾘﾌｨｽ　

流 量 計 地下1階管廊 (差圧ﾃﾞｼﾞﾀﾙ指示)型

ｽﾊﾟﾝ 0-1,250m
総 ろ 過 流 量 計 排水処理施設 1台 口径φ1,000 0.74MPａ 電磁式　

地下2階管廊 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-13,000m

細　　別 名　　称

流 量 計 設 備

ろ 過 池 内 設 備

流 量 計 設 備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 後塩素混和池 FGL＋214.50m 2池 RC造　幅　4.5m　長　10.0m 後次亜･

施設 HWL＋211.90m 　　　　深　5.4m 後苛性ｿｰﾀﾞ

LWL＋206.50m 有効容量　243ｍ /池 注入点

浄 水 池 FGL＋206.50m 4池 RC造　地下式ﾌﾗｯﾄｽﾗﾌﾞ形式　

HWL＋205.00m 幅　30.75m　長　39.5m

LWL＋200.00m 有効水深　5.0m

有効容量　5,500ｍ /池
2基 φ65㎜×2　　給水口　町野式接手

送水流量計室 1室 RC造　地下2階

幅39.4m(30.6m) 長10.2m 深8.1m

表洗水槽揚水ポンプ 地下2階 3台 多段渦巻ポンプ 37kW

口径150A　H=54m Q=2m /分
送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ1,000 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-8,000m
表洗水槽揚水流量計 〃 1台 口径φ200　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-350m
表 洗 水 槽 FGL＋231.00m 1塔 PC造　円形　2槽

HWL＋248.00m 有効容量　366.0ｍ
LWL＋244.00m 延床面積　409.99m

排水処理施設 FGL＋214.50m 3池 RC造　幅　8.0m　長　17.0m

HWL＋211.00m 　　　　 深　4.0m

LWL＋207.00m 有効容量　544ｍ /池
上澄水抜出装置 排水池 6基 ｽｲﾝｸﾞｼﾞｮｲﾝﾄ式可動集水管

口径　350A　可動ｽﾄﾛｰｸ4m

上澄水弁

排水池返送ポンプ 地下2階管廊 4台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

75kW　H=27m Q=9.0m /分
吸込250A　吐出250A

排水池排泥ポンプ 〃 2台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

3.7kW　H=10m Q=0.5m /分
吸込80A　吐出50A

FGL＋214.50m 3池 RC造　幅　2.0m　長　17.0m

HWL＋211.00m 　　　　深　4.0m

LWL＋207.00m 有効容量　136ｍ /池
総 返 送 流 量 計 排水処理施設 1(1)台 口径φ400(350) 0.98MPａ 電磁式　

地下1階管廊 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500(1,500)m
FGL＋214.50m 2池 RC造 幅9.0m 長17.0m  深4.0m

HWL＋211.00m 有効容量　612ｍ /池
排 泥 池 攪 拌 機 排泥池水中 LWL＋207.00m 4台 立形ﾊﾟﾄﾞﾙ式攪拌機 18.5kW 

口径　φ2,450　長　7,450mm
排泥池汚泥移送ポンプ 排水処理施設 3台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

地下2階管廊 7.5kW　H=20m Q=1.1m /分
　 吸込100A　吐出80A

　 排泥池汚泥移送流量計 排水処理施設 1台 口径φ200　0.98MPａ  電磁式　

1階 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
FGL＋214.50m 2池 RC造 幅20.0m 長20.0m 深4.0m

HWL＋214.00m 有効容量　1,600m /池
除 塵 機 排水処理施設 LWL＋210.00m 1台 ｽｸﾘｰﾝ掻揚式 0.4kW

1階 処理量　260m /ｈ
濃 縮 槽 掻 寄 機 濃縮槽 2台 中央ﾎﾟｽﾄ形□20m×6.4H 1.5kW

汚泥移送ポンプ 排水処理施設 2台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

地下2階管廊 11kW　H=20m Q=1.3m /分
吸込100A　吐出80A

濃 縮 汚 泥 引 抜 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

流 量 計 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-120m

細　　別

返 送 池

(遊水池返送）

排 泥 池

排 水 池

名　　称

応急給水支援設備

濃 縮 槽

- 16 -
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 後塩素混和池 FGL＋214.50m 2池 RC造　幅　4.5m　長　10.0m 後次亜･

施設 HWL＋211.90m 　　　　深　5.4m 後苛性ｿｰﾀﾞ

LWL＋206.50m 有効容量　243ｍ /池 注入点

浄 水 池 FGL＋206.50m 4池 RC造　地下式ﾌﾗｯﾄｽﾗﾌﾞ形式　

HWL＋205.00m 幅　30.75m　長　39.5m

LWL＋200.00m 有効水深　5.0m

有効容量　5,500ｍ /池
2基 φ65㎜×2　　給水口　町野式接手

送水流量計室 1室 RC造　地下2階

幅39.4m(30.6m) 長10.2m 深8.1m

表洗水槽揚水ポンプ 地下2階 3台 多段渦巻ポンプ 37kW

口径150A　H=54m Q=2m /分
送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ1,000 0.74MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-8,000m
表洗水槽揚水流量計 〃 1台 口径φ200　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-350m
表 洗 水 槽 FGL＋231.00m 1塔 PC造　円形　2槽

HWL＋248.00m 有効容量　366.0ｍ
LWL＋244.00m 延床面積　409.99m

排水処理施設 FGL＋214.50m 3池 RC造　幅　8.0m　長　17.0m

HWL＋211.00m 　　　　 深　4.0m

LWL＋207.00m 有効容量　544ｍ /池
上澄水抜出装置 排水池 6基 ｽｲﾝｸﾞｼﾞｮｲﾝﾄ式可動集水管

口径　350A　可動ｽﾄﾛｰｸ4m

上澄水弁

排水池返送ポンプ 地下2階管廊 4台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

75kW　H=27m Q=9.0m /分
吸込250A　吐出250A

排水池排泥ポンプ 〃 2台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

3.7kW　H=10m Q=0.5m /分
吸込80A　吐出50A

FGL＋214.50m 3池 RC造　幅　2.0m　長　17.0m

HWL＋211.00m 　　　　深　4.0m

LWL＋207.00m 有効容量　136ｍ /池
総 返 送 流 量 計 排水処理施設 1(1)台 口径φ400(350) 0.98MPａ 電磁式　

地下1階管廊 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500(1,500)m
FGL＋214.50m 2池 RC造 幅9.0m 長17.0m  深4.0m

HWL＋211.00m 有効容量　612ｍ /池
排 泥 池 攪 拌 機 排泥池水中 LWL＋207.00m 4台 立形ﾊﾟﾄﾞﾙ式攪拌機 18.5kW 

口径　φ2,450　長　7,450mm
排泥池汚泥移送ポンプ 排水処理施設 3台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

地下2階管廊 7.5kW　H=20m Q=1.1m /分
　 吸込100A　吐出80A

　 排泥池汚泥移送流量計 排水処理施設 1台 口径φ200　0.98MPａ  電磁式　

1階 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
FGL＋214.50m 2池 RC造 幅20.0m 長20.0m 深4.0m

HWL＋214.00m 有効容量　1,600m /池
除 塵 機 排水処理施設 LWL＋210.00m 1台 ｽｸﾘｰﾝ掻揚式 0.4kW

1階 処理量　260m /ｈ
濃 縮 槽 掻 寄 機 濃縮槽 2台 中央ﾎﾟｽﾄ形□20m×6.4H 1.5kW

汚泥移送ポンプ 排水処理施設 2台 横軸渦巻ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ

地下2階管廊 11kW　H=20m Q=1.3m /分
吸込100A　吐出80A

濃 縮 汚 泥 引 抜 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

流 量 計 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-120m

細　　別

返 送 池

(遊水池返送）

排 泥 池

排 水 池

名　　称

応急給水支援設備

濃 縮 槽
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 脱 水 設 備 FGL＋215.00m 1棟 RC造　地上3階地下1階

施設 延床面積　1,404.90m

建築面積　615.78m
脱 水 機 脱水機棟3階 2台 ろ布固定型加圧式　

脱水機室 ろ過面積　850㎡/台

電動機 7.5kW

受 泥 槽 攪 拌 機 〃 1台 立形2段ﾊﾟﾄﾞﾙ式攪拌機

φ1,500  長2.7m

電動機3.7kW  400V

ス ト レ ー ナ ー 脱水機棟1階 1個 ｽｸﾘｰﾝ式

補機室 形状  幅0.6m  長1.2m

        高0.6m

容量  約100m
汚泥圧入ポンプ 〃 3台 ｽﾗﾘｰﾎﾟﾝﾌﾟ 37kW

H=30m(低圧) H=105m(高圧)

/分(低圧)

/分(高圧)
吸込65A　吐出50A

汚泥圧入タンク 〃 2槽 立型円筒槽

φ1,900  高3.0m

最高圧力 0.97MPa

ケーキコンベア 脱水機棟2階 2台 ﾌﾗｲﾄ式ｺﾝﾍﾞｱ

脱水機室 寸法  幅1.05m  長20.0m

        高2.0m

搬送量  約20t/h

電動機　5.5kW  400V

ケ ー キ ホ ッ パ 脱水機棟1､2階 4台 角形ｶｯﾄｹﾞｰﾄ式

ﾎｯﾊﾟ搬出室 寸法  幅3.0m  長4.0m

        高3.0m

有効容量　20ｍ
受 水 槽 脱水機棟1階 1槽 円筒形

補機室 φ1,450  高1.6m

有効容量　1ｍ
脱水用空気圧縮機 〃 2台 圧力ｽｲｯﾁ式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形

(除湿機付)

吐出風量  900ℓ/分

最高圧力  0.93MPa

電動機  7.5kW  400V

ろ布洗浄水ポンプ 〃 2台 多段渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ

11kW　H=160m

/分 口径40A
脱 水 用 空 気 槽 〃 1槽 立形円筒形

φ900  高2.16m

有効容量　1ｍ
汚泥投入流量計 〃 2台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-100m

自家発電設備 脱水機棟1階 1台 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電機

自家発電機室 1,000ｋVA  6,600V

A重油 460ℓ/h

燃 料 小 出 槽 〃 1槽 V=1,950ℓ

燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.75kW　420V

燃料地下タンク 屋外地下 1槽 V=5,000ℓ

細　　別

脱 水 機 棟

名　　称

- 17 -
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 活性炭注入施設 1棟 ＡＬＣパネル・RC造　地上2階

施設 延床面積　183.06m

建築面積　106.40m
溶 解 槽 活性炭注入棟 2槽 RC造 幅2.6m 長2.1m 深2.5m

V= 13.65㎥

活性炭注入設備 〃 2台 モーノポンプ　3.7ｋｗ誘導電動機

Q=2.6～35ℓ/分

最大注入量　1.613ｔ/ｄ

溶 解 槽 攪 拌 機 〃 2台 マルチＳミキサー

φ1.05m　　長3ｍ

電動機 3.7kW　　400V
炭酸ガス注入設備 圧力調整ユニット 活性炭注入棟 6組 最大50ℓ/min・組

炭酸ガス注入ポンプ 〃 2台 水中ポンプ　5.5ｋW　400V　

H=7m　Q=1.9m

送水

施設 福 島 福島市小田字 FGL＋127.80m 1棟 RC造　地上3階地下1階

増 圧 ポ ン プ 所 遅沢前41 HWL＋132.30m 延床面積　1,165.27m
LWL＋127.50m 建築面積　162.17m

ポンプ井　RC造　1,060.0m

敷地面積　1,411.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 3台 横軸両吸込多段渦巻ポンプ

吸込300A　吐出250A

H=164m　 Q=11.75ｍ /分
〃 1台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

120kW  吸込150A　吐出150A

H=164m　 Q=2.97ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-3MPa

流 入 流 量 計 〃 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流 出 流 量 計 〃 1台 口径φ500　1.96MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流 入 調 節 弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ700  0.4kW　400V

流 出 調 節 弁 〃 1基 電動くし歯形蝶形弁

口径　φ500  2.2kW

1階薬注室 2基 液中ピストン形

Q=2.08～208ｍℓ/分 0.3MPa 50W

次 亜 小 出 槽 〃 2槽 PVC製　V=200ℓ

次 亜 貯 槽 〃 2槽 PVC＋FRP製　V=2,000ℓ

残 留 塩 素 計 〃 1個 回転電磁式ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

3階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 200kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

2階 1台 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電機

自家発電機室 2,000ｋVA  6,600V

A重油690ℓ/h

燃 料 小 出 槽 〃 1槽 1,950ℓ

燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ2.2kW  420V

燃 料 地 下 ﾀ ﾝ ｸ 屋外地下 1槽 12,000ℓ

2基 φ50㎜×2　　給水口　町野式接手

細　　別

増 圧 ポ ン プ 所

活 性 炭 注 入 棟

増 圧 ポ ン プ

（ 小 機 ）

増 圧 ポ ン プ

受 変 電 設 備

（ 大 機 ）

名　　称

自 家 発 電 設 備

次 亜 塩 注 入 設 備

応急給水支援設備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

浄水 活性炭注入施設 1棟 ＡＬＣパネル・RC造　地上2階

施設 延床面積　183.06m

建築面積　106.40m
溶 解 槽 活性炭注入棟 2槽 RC造 幅2.6m 長2.1m 深2.5m

V= 13.65㎥

活性炭注入設備 〃 2台 モーノポンプ　3.7ｋｗ誘導電動機

Q=2.6～35ℓ/分

最大注入量　1.613ｔ/ｄ

溶 解 槽 攪 拌 機 〃 2台 マルチＳミキサー

φ1.05m　　長3ｍ

電動機 3.7kW　　400V
炭酸ガス注入設備 圧力調整ユニット 活性炭注入棟 6組 最大50ℓ/min・組

炭酸ガス注入ポンプ 〃 2台 水中ポンプ　5.5ｋW　400V　

H=7m　Q=1.9m

送水

施設 福 島 福島市小田字 FGL＋127.80m 1棟 RC造　地上3階地下1階

増 圧 ポ ン プ 所 遅沢前41 HWL＋132.30m 延床面積　1,165.27m
LWL＋127.50m 建築面積　162.17m

ポンプ井　RC造　1,060.0m

敷地面積　1,411.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 3台 横軸両吸込多段渦巻ポンプ

吸込300A　吐出250A

H=164m　 Q=11.75ｍ /分
〃 1台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

120kW  吸込150A　吐出150A

H=164m　 Q=2.97ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-3MPa

流 入 流 量 計 〃 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流 出 流 量 計 〃 1台 口径φ500　1.96MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流 入 調 節 弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ700  0.4kW　400V

流 出 調 節 弁 〃 1基 電動くし歯形蝶形弁

口径　φ500  2.2kW

1階薬注室 2基 液中ピストン形

Q=2.08～208ｍℓ/分 0.3MPa 50W

次 亜 小 出 槽 〃 2槽 PVC製　V=200ℓ

次 亜 貯 槽 〃 2槽 PVC＋FRP製　V=2,000ℓ

残 留 塩 素 計 〃 1個 回転電磁式ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

3階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 200kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

2階 1台 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電機

自家発電機室 2,000ｋVA  6,600V

A重油690ℓ/h

燃 料 小 出 槽 〃 1槽 1,950ℓ

燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ2.2kW  420V

燃 料 地 下 ﾀ ﾝ ｸ 屋外地下 1槽 12,000ℓ

2基 φ50㎜×2　　給水口　町野式接手

細　　別

増 圧 ポ ン プ 所

活 性 炭 注 入 棟

増 圧 ポ ン プ

（ 小 機 ）

増 圧 ポ ン プ

受 変 電 設 備

（ 大 機 ）

名　　称

自 家 発 電 設 備

次 亜 塩 注 入 設 備

応急給水支援設備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 月 舘 第 一 伊達市月舘町 FGL＋125.80m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 増 圧 ポ ン プ 所 月舘字坊畑1-7 HWL＋127.00m 延床面積　314.38m
LWL＋124.00m 建築面積　153.59m

ポンプ井　RC造　202.1m

敷地面積　685.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

132kW  H=133m Q=3.36ｍ /分
吸込200A　吐出150A

送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ250　1.57MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-600m
流 入 流 量 計 〃 1台 口径φ250　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-600m
流 入 調 節 弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁  0.1kW

400V  口径　φ250   0.98MPａ

1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 500kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 1台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 375kVA 420V 　

自家発電機室 水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 小 出 槽 〃 1槽 V=390ℓ

燃料移送ﾎﾟﾝﾌﾟ 0.4kW 200V

地 下 燃 料 ﾀ ﾝ ｸ 屋外地下 1槽 V=1,500ℓ

月 舘 第 二 伊達市月舘町 FGL＋230.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

増 圧 ポ ン プ 所 糠田字窪田1-1 HWL＋232.00m 延床面積　353.43m
LWL＋229.00m 建築面積　187.74m

ポンプ井　RC造　202.1m

敷地面積　858.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

110kW 吸込200A　吐出150A

H=99m　 Q=3.36ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ250　1.57MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-600m
流 入 遮 断 弁 〃 1基 電動式ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄仕切弁

1.5kW 口径φ350 0.98MPａ

1階薬注室 2基 液中ピストン形

Q=1.6～25mℓ/分1.078MPa15W

小出槽　PVC製　V=100ℓ

次 亜 貯 槽 〃 2槽 PVC製  φ1,000-1,500H

V=1,000ℓ

残 留 塩 素 計 〃 1個 回転電磁式ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

検 水 ポ ン プ 〃 2台 自吸渦巻ポンプ　0.4kW

吸込25A　吐出25A

H=9m　 Q=0.06ｍ /分
1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 500kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 1台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機 300kVA 420V　

自家発電機室 水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 小 出 槽 〃 1槽 V=390ℓ

地 下 燃 料 ﾀ ﾝ ｸ 屋外地下 1槽 V=1,000ℓ

自 家 発 電 設 備

受 変 電 設 備

受 変 電 設 備

自 家 発 電 設 備

名　　称細　　別

増 圧 ポ ン プ

次 亜 塩 注 入 設 備

増 圧 ポ ン プ

- 19 -
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 川 俣 川俣町大字鶴沢 FGL＋268.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 増 圧 ポ ン プ 所 字芽ヶ久保1-2 HWL＋271.00m 延床面積　237.86m
LWL＋268.00m 建築面積　130.90m

ポンプ井　RC造　59.0m

敷地面積　1,015.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

吸込150A　吐出150A

H=127m　 Q=1.81ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

受 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
流 入 調 節 弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ150   0.74MPａ

0.1kW　400V

1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 150kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 1台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

自家発電機室 125ｋVA  420V　

水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 槽 〃 1槽 V=600ℓ

東 和 二本松市木幡 FGL＋356.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

増 圧 ポ ン プ 所 字千保93-4 HWL＋357.00m 延床面積　267.10m
LWL＋354.00m 建築面積　130.90m

ポンプ井　RC造　59.0m

敷地面積　1,111.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

吸込150A　吐出125A

H=104m　 Q=1.81ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 100kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 １台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

自家発電機室 100ｋVA  420V　

水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 槽 〃 1槽 V=490ℓ

1基 φ65㎜　給水口　地下式消火栓

緊 急 備 蓄 福島市飯坂町 1棟 構　 造　鉄骨造平屋建

資 材 倉 庫 字梅津7-3 建築面積　150.00㎡

軒　 高　6.30m

基　 礎　直接基礎

屋　 根　折板（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板）

外　 壁　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

床仕上　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｸﾚｰﾝ　  天井設置/

　　　　　 手動式2.8t吊

受 変 電 設 備

応急給水支援設備

自 家 発 電 設 備

細　　別

増 圧 ポ ン プ

受 変 電 設 備

増 圧 ポ ン プ

名　　称

自 家 発 電 設 備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 川 俣 川俣町大字鶴沢 FGL＋268.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 増 圧 ポ ン プ 所 字芽ヶ久保1-2 HWL＋271.00m 延床面積　237.86m
LWL＋268.00m 建築面積　130.90m

ポンプ井　RC造　59.0m

敷地面積　1,015.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

吸込150A　吐出150A

H=127m　 Q=1.81ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

受 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
流 入 調 節 弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ150   0.74MPａ

0.1kW　400V

1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 150kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 1台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

自家発電機室 125ｋVA  420V　

水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 槽 〃 1槽 V=600ℓ

東 和 二本松市木幡 FGL＋356.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

増 圧 ポ ン プ 所 字千保93-4 HWL＋357.00m 延床面積　267.10m
LWL＋354.00m 建築面積　130.90m

ポンプ井　RC造　59.0m

敷地面積　1,111.00m
地下1階 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 2台 横軸片吸込多段渦巻ポンプ

吸込150A　吐出125A

H=104m　 Q=1.81ｍ /分
送 水 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ150　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-150m
1階電気室 1式 受変電設備6.6kV Tr 100kVA

引込盤  無停電電源装置

受電盤  直流電源装置

1階 １台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機

自家発電機室 100ｋVA  420V　

水冷4ｻｲｸﾙ6気筒

燃 料 槽 〃 1槽 V=490ℓ

1基 φ65㎜　給水口　地下式消火栓

緊 急 備 蓄 福島市飯坂町 1棟 構　 造　鉄骨造平屋建

資 材 倉 庫 字梅津7-3 建築面積　150.00㎡

軒　 高　6.30m

基　 礎　直接基礎

屋　 根　折板（ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板）

外　 壁　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

床仕上　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｸﾚｰﾝ　  天井設置/

　　　　　 手動式2.8t吊

受 変 電 設 備

応急給水支援設備

自 家 発 電 設 備

細　　別

増 圧 ポ ン プ

受 変 電 設 備

増 圧 ポ ン プ

名　　称

自 家 発 電 設 備
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水

施設 平 野 福島市飯坂町 1棟 RC造　地上1階地下1階

幹線流量計室 平野字殿田29-1 延床面積　

建築面積　17.80m

敷地面積　745.00m
緊 急 遮 断 弁 地下1階配管室 1基 横軸型バタフライ弁

（ 東 部 系 ） 口径　φ600　

遮断方式　ウエイト式

作動方式　手動(中央監視室

からの遠方操作or現場操作)

緊 急 遮 断 弁 〃 1基 横軸型バタフライ弁

（ 西 部 系 ） 口径　φ1,100　

遮断方式　ウエイト式

作動方式　手動(中央監視室

からの遠方操作or現場操作)

流 量 計 〃 1台 口径  φ600  超音波式

東 部 系 ｽﾊﾟﾝ 0-3,600m
流 量 計 〃 1台 口径  φ1,100  超音波式

西 部 系 ｽﾊﾟﾝ 0-9,000m
桑 折 桑折町大字成田 FGL＋72.30m 1棟 RC造　地上1階地下1階

幹線流量計室 字橋本18-3 延床面積　

建築面積　16.72m

敷地面積　289.00m
緊 急 遮 断 弁 地下1階配管室 1基 横軸型バタフライ弁　φ600　

遮断方式　ウエイト式

作動方式　手動(中央監視室

からの遠方操作or現場操作)

流 量 計 〃 1台 口径　φ600  超音波式　

ｽﾊﾟﾝ 0-2,700m
1基 φ50㎜　給水口　町野式接手

伊 達 伊達市伏黒字 FGL＋53.11m 1室 RC造　地下式

幹線流量計室 上大川24-5 幅1.9m　長1.9m　高2.15m

流 量 計 地下1階配管室 1台 口径　φ700  超音波式　

ｽﾊﾟﾝ 0-1,900m
上 野 寺 福島市上野寺字 FGL＋106.20m 1棟 RC造　地上1階地下1階

幹線流量計室 赤沢49-4 延床面積　

建築面積　16.72m

敷地面積　223.33m
緊 急 遮 断 弁 地下1階配管室 1基 横軸型バタフライ弁　φ600　

遮断方式　ウエイト式

作動方式　手動(中央監視室

からの遠方操作or現場操作)

流 量 計 〃 1台 口径　φ600  超音波式　

ｽﾊﾟﾝ 0-2,800m

月 舘 調 整 池 伊達市月舘町上手 FGL＋301.515m 1池 PC造　内径(水槽部)　10.0m　
渡字障子10-1 HWL＋311.00m 　　　 　内径(下層部)　9.5m

LWL＋307.00m 有効容量　300ｍ /池

敷地面積　933.00m
水 位 計 1階配管室 1個 圧力形液位伝送器

電源DC24V  出力4-20mADC  

測定範囲  0-6m

流入流量調節弁 〃 1基 整流弁体ｺﾞﾑｼｰﾄﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ250  0.74MPa

急 速 空 気 弁 〃 1基 補修弁ﾚﾊﾞｰ式ﾎﾞｰﾙ弁

口径　φ75  0.74MPa

緊 急 遮 断 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径φ300  0.74MPa　0.2kW

送 水 流 量 計 〃 1台 口径φ250　0.74MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-600m

幹 線 流 量 計 室

細　　別

応急給水支援設備

名　　称

調 整 池
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水

施設 福島北部受水池 福島市飯坂町平野 FGL＋131.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字沼ノ内47-3 延床面積　

建築面積　20.90m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

流 入 遮 断 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.5
福島中央部受水池 福島市町庭坂字 FGL＋162.40m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 天狗塚1-1 延床面積　

建築面積　20.90m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ600　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-3,500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ600  0.4kW  200V

流 入 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa

福島鳥川配水池 福島市上鳥渡字 FGL＋124.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階 福島市

流 量 計 室 玉ノ森94 延床面積  193.61 m 施設

建築面積　 79.90 m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ200　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ200 

残 留 塩 素 計 １階電気室 １個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

福島南部受水池 福島市平石字 FGL＋267.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 古屋敷1-9 延床面積　

建築面積　20.90m
　 流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

　 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-1,500m
　 流入流量調節弁 〃 1基 整流弁体ｺﾞﾑｼｰﾄﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

流 入 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水

施設 福島北部受水池 福島市飯坂町平野 FGL＋131.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字沼ノ内47-3 延床面積　

建築面積　20.90m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-2,500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

流 入 遮 断 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.5
福島中央部受水池 福島市町庭坂字 FGL＋162.40m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 天狗塚1-1 延床面積　

建築面積　20.90m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ600　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-3,500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ600  0.4kW  200V

流 入 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa

福島鳥川配水池 福島市上鳥渡字 FGL＋124.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階 福島市

流 量 計 室 玉ノ森94 延床面積  193.61 m 施設

建築面積　 79.90 m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ200　0.98MPａ  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-500m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ200 

残 留 塩 素 計 １階電気室 １個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

福島南部受水池 福島市平石字 FGL＋267.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 古屋敷1-9 延床面積　

建築面積　20.90m
　 流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ500　0.98MPａ  電磁式　

　 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-1,500m
　 流入流量調節弁 〃 1基 整流弁体ｺﾞﾑｼｰﾄﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500  0.4kW  200V

流 入 弁 〃 1基 電動式ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

口径　φ500

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 桑 折 受 水 池 桑折町大字万正寺 FGL＋145.60m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 流 量 計 室 字平32-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ300  0.4kW  200V

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa

伊達第一受水池 桑折町大字松原 FGL＋94.80m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字大沢26-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150　

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.5MPa

伊達第二受水池 伊達市箱崎 FGL＋98.30m 1棟 RC造　地下1階

流 量 計 室 字聖天森4-27 延床面積　17.11m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　JIS16k 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150　

残 留 塩 素 計 〃 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

国 見 受 水 池 国見町大字泉田 FGL＋156.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字三ツ谷12-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

　 電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-250m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ300

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 堰 本 配 水 池 伊達市梁川町 FGL＋104.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階 伊達市

施設 流 量 計 室 新田字笠石1-2 延床面積　58.48m 施設

建築面積　29.24m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径　φ200　電磁式　

ｽﾊﾟﾝ 0-300m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ200

流 入 開 閉 弁 〃 1基 電動式外ﾈｼﾞｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

口径　φ200

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

梁川第一受水池 伊達市梁川町 FGL＋131.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字南中峯36-1 延床面積　13.68m

建築面積　
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ200　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-400m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ500

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

色/濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

梁川第二受水池 伊達市梁川町五十沢 FGL＋107.13m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字東大久保11-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ75　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-100m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

色/濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12
炭酸ガス注入装置 1台 50～500mL/min

保原第一受水池 伊達市保原町 FGL＋129.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 上保原字愚公谷13-5 延床面積　45.36m

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 堰 本 配 水 池 伊達市梁川町 FGL＋104.50m 1棟 RC造　地上1階地下1階 伊達市

施設 流 量 計 室 新田字笠石1-2 延床面積　58.48m 施設

建築面積　29.24m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径　φ200　電磁式　

ｽﾊﾟﾝ 0-300m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ200

流 入 開 閉 弁 〃 1基 電動式外ﾈｼﾞｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

口径　φ200

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa

梁川第一受水池 伊達市梁川町 FGL＋131.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字南中峯36-1 延床面積　13.68m

建築面積　
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ200　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-400m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ500

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

色/濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

梁川第二受水池 伊達市梁川町五十沢 FGL＋107.13m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字東大久保11-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ75　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-100m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

色/濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12
炭酸ガス注入装置 1台 50～500mL/min

保原第一受水池 伊達市保原町 FGL＋129.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 上保原字愚公谷13-5 延床面積　45.36m

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　JIS16k  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-2.0MPa
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 保原第二受水池 伊達市保原町所沢 FGL＋137.40m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 流 量 計 室 字新井山32-7 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ200　0.98MPa  電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-800m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ400

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa

霊 山 受 水 池 伊達市霊山町 FGL＋166.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 掛田字小沢4-10 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ300

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.5MPa

月 舘 受 水 池 伊達市月舘町 FGL＋273.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 糠田字吉作山2-6 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ75　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-50m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.5MPa

川 俣 受 水 池 川俣町大字小神 FGL＋265.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字行冶山23-1 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-50m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

　 電源AC100V  出力4-20mADC

　 ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

　 流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1.0MPa

細　　別 名　　称
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 飯 野 受 水 池 福島市飯野町青木 FGL＋277.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 流 量 計 室 字野仲3-2 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-100m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.5MPa

安 達 受 水 池 二本松市渋川字 FGL＋260.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 羽黒山57-2 延床面積　

建築面積　22.04m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ150

流 入 弁 〃 1基 電動式外ﾈｼﾞｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

口径　φ150

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa

自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

色度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

東 和 受 水 池 二本松市木幡 FGL＋422.57m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字中越126-1 延床面積　

建築面積　13.68m
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

色度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

流 入 流 量 計 地下1階配管室 2台 口径φ100　0.99MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-21mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-120m
流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa

応 急 給 水 伊達市保原町所沢 1基 φ50㎜　給水口　町野式接手

支 援 設 備 字稲場58-2

（ 基 幹 線 ） 左岸  福島市飯坂町 1橋 上部工  π桁補剛形式

字石転3-2 下部工  重力式橋台 2基

右岸  福島市飯坂町 口径  φ1,500  橋長  60.0m

字西舘下5-8

左岸  福島市飯坂町 1橋 上部工  逆三角ﾄﾗｽ補剛形式

字八景1-2            2径間

右岸  福島市飯坂町 下部工  重力式橋台 2基

平野字殿田            小判型式橋脚  1基

160-１ 口径  φ1,500  橋長  89.0m

細　　別

水 管 橋

応急給水支援設備

名　　称

赤 川 水 管 橋

小 川 水 管 橋
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 飯 野 受 水 池 福島市飯野町青木 FGL＋277.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

施設 流 量 計 室 字野仲3-2 延床面積　

建築面積　13.68m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ100　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-100m
流入流量調節弁 〃 1基 電動ﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰ形ｽﾘｰﾌﾞ弁

口径　φ150

残 留 塩 素 計 １階電気室 1個 ﾎﾟｰﾗﾛｸﾞﾗﾌ式 

電源AC100V  出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-1mg/ℓ

流 入 圧 力 計 地下1階配管室 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.5MPa

安 達 受 水 池 二本松市渋川字 FGL＋260.00m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 羽黒山57-2 延床面積　

建築面積　22.04m
流 入 流 量 計 地下1階配管室 1台 口径φ150　0.98MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-20mADC  

ｽﾊﾟﾝ 0-200m
流入流量調節弁 〃 1基 電動式多孔ｵﾘﾌｨｽ弁

口径　φ150

流 入 弁 〃 1基 電動式外ﾈｼﾞｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

口径　φ150

流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa

自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

色度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

東 和 受 水 池 二本松市木幡 FGL＋422.57m 1棟 RC造　地上1階地下1階

流 量 計 室 字中越126-1 延床面積　

建築面積　13.68m
自動水質監視装置 １階電気室 1台 電源AC100V  出力4-20mADC

残留塩素計　ｽﾊﾟﾝ　0-1mg/ℓ

濁度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

色度計　ｽﾊﾟﾝ　0-10度

ｐH計  　ｽﾊﾟﾝ　2-12

流 入 流 量 計 地下1階配管室 2台 口径φ100　0.99MPａ 電磁式　

電源AC100V  出力4-21mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-120m
流 入 圧 力 計 〃 1個 電源DC24V　出力4-20mADC

ｽﾊﾟﾝ 0-0.1MPa

応 急 給 水 伊達市保原町所沢 1基 φ50㎜　給水口　町野式接手

支 援 設 備 字稲場58-2

（ 基 幹 線 ） 左岸  福島市飯坂町 1橋 上部工  π桁補剛形式

字石転3-2 下部工  重力式橋台 2基

右岸  福島市飯坂町 口径  φ1,500  橋長  60.0m

字西舘下5-8

左岸  福島市飯坂町 1橋 上部工  逆三角ﾄﾗｽ補剛形式

字八景1-2            2径間

右岸  福島市飯坂町 下部工  重力式橋台 2基

平野字殿田            小判型式橋脚  1基

160-１ 口径  φ1,500  橋長  89.0m

細　　別

水 管 橋

応急給水支援設備

名　　称

赤 川 水 管 橋

小 川 水 管 橋
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 西 部 系 ） 左岸  福島市大笹生 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

施設 字北鬼渕2-8 下部工  逆T式橋台 2基

右岸  福島市大笹生 口径  φ1,200  橋長  27.2m

字南鬼渕19-1

左岸  福島市大笹生 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字桜内2-4 下部工  逆T式橋台 2基

右岸  福島市大笹生 口径  φ1,200  橋長  26.4m

字横裏22-5

左岸  福島市大笹生 1橋 上部工  3径間連続正三角

　 字西綱島13-1            ﾄﾗｽ補剛形式

　 右岸  福島市笹木野 下部工  逆T式橋台 2基

　 字北萱場27-6            小判型式橋脚  2基

口径  φ900×2  橋長  170.0m

左岸  福島市上野寺 1橋 上部工  逆三角ﾄﾗｽ補剛形式

字舘東1-3            2径間

右岸  福島市桜本 下部工  逆T式橋台 2基

字須川端25-5            小判型式橋脚  1基

口径  φ700  橋長  125.0m

左岸  福島市桜本 1橋 上部工  2径間連続支持鋼

字下川原3-7            斜張橋補剛形式

右岸  福島市佐倉 下部工  逆T式橋台 2基

下字橋本北52-9            小判型式橋脚  1基

口径  φ500×2  橋長  241.0m

左岸  福島市下鳥渡 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字真木田35-2 下部工  逆T式橋台 2基

右岸  福島市大森 口径  φ700  橋長  25.5m

字家中内前43-2

左岸  福島市小田 1橋 上部工  単純支持ﾄﾗｽ補剛形式

字石田37-3 下部工  逆T式橋台 2基
右岸  福島市小田 口径  φ700  橋長  44.2m

字石田20-5

左岸  福島市松川町 1橋 上部工  単純支持H形

字中町124-2地先            添架形式

右岸  福島市松川町 下部工  単杭橋台φ400 2基
字上木戸内23-2地先 口径  φ300  橋長  26.0m

左岸  福島市松川町 1橋 上部工  単純支持ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ

字信夫台74-2            形式

右岸  二本松市 下部工  単杭橋台φ400 2基

吉倉字中田4-2 口径  φ300  橋長  14.25m

東 部 系 ） 左岸 福島市飯坂町 1橋 上部工  3径間逆三角ﾄﾗｽ補剛形式

湯野字横井14-1地先 下部工  逆T式橋台 2基

右岸 福島市飯坂町            小判型式橋脚  2基

湯野字下川9-1 口径  φ1,000  橋長  184.4m

左岸 伊達市伏黒 1橋 上部工  正三角ﾄﾗｽ補剛形式

字西本場192            5径間

右岸 伊達市伏黒 下部工  逆T式橋台 2基

字上大川24-5            小判型式橋脚  4基

口径  φ700×2  橋長  311.2m

左岸 伊達市保原町 1橋

大柳字前田158-4

右岸 伊達市保原町 下部工  逆T式橋台 2基

大柳字向原72-4 口径  φ700  橋長  28.4m

桑折町大字万正寺 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字倉本脇地内 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ500  橋長  10.3m

境 川 水 管 橋

伏 黒 水 管 橋

上部工  単純支持ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ
形式

摺 上 川 水 管 橋

須 川 水 管 橋

大 森 川 水 管 橋

濁 川 水 管 橋

水 原 川 水 管 橋

（ 上 流 ）

滝 ノ 沢 水 管 橋

仁 井 田 水 管 橋

名　　称

松 川 水 管 橋

細　　別

古 川 水 管 橋

八 反 田 川 水 管 橋

北八反田川水管橋

- 27 -

― 27 ―



種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 東 部 系 ） 左岸 桑折町大字万 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

施設 正寺字磐石下13-1 下部工  逆T式橋台 2基

右岸 桑折町大字万 口径  φ500  橋長  19.1m
正寺字土手下3-1地先

　 左岸 桑折町大字万 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

　 正寺字明星坂2-5 下部工  逆T式橋台 2基

右岸 桑折町大字万 口径  φ400  橋長  22.6m

正寺字上ノ町21-3

左岸 桑折町南半田 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字五反田13地先 下部工  重力式橋台 2基

右岸 桑折町南半田 口径  φ350  橋長  5.4m

字雁木5-15

桑折町大字北半田 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字新吉田地内 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ200  橋長  4.5m

左岸 桑折町大字 1橋 上部工  添架形式
北半田字下ノ原12-2地先 下部工  道路橋台抱合せ

右岸 桑折町大字 口径  φ200  橋長  16.0m
北半田字古島2-1地先

国見町大字森山 1橋 上部工  添架形式

字壇ノ前8地先 口径  φ200  橋長  22.6m

国見町大字大木戸 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字前橋地内 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ200  橋長  7.1m

左岸 国見町大字 1橋 上部工  DIPﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
西大枝字北谷地21-1地先 下部工  単抗橋台 2基

右岸 国見町大字 口径  φ150  橋長  18.1m
西大枝字牛沢26-1地先

国見町大字西大枝 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字霞沢5地先 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ150  橋長  4.3m

左岸 伊達市梁川町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
新田字大正寺191-2 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市梁川町 口径  φ450  橋長  13.2m

新田字大正寺168

左岸 伊達市梁川町 1橋 上部工  2径間連続π形補剛
大関字葉柴堰45地先            形式

右岸 伊達市梁川町 下部工  道路橋台抱合せ
大関字西川原1-3地先 口径  φ450  橋長  57.208m

左岸 伊達市保原町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字北河原10-3 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市保原町 口径  φ450  橋長  27.0m
大立目字東川原122-7

左岸 伊達市保原町 1橋 上部工  単純支持π形補剛形式

字古川端65-3 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市保原町 口径  φ450  橋長  28.8m

字東台後129-3

左岸  伊達市保原町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
所沢字河部10-1地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸  伊達市保原町 口径  φ500  橋長  18.56m
所沢字中上107-32地先

伊達市霊山町掛田 1橋 上部工  π形補剛形式

字西陣場7-1地先 口径  φ350  橋長  30.3m

左岸 伊達市月舘町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
糠田字柿ノ内1-2地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市月舘町 口径  φ350  橋長  12.85m

糠田字天平72-9

産 ヶ 沢 川 水 管 橋

小 国 川 水 管 橋

滑 川 水 管 橋

古 川 水 管 橋

西 根 堰 水 管 橋

下 流

佐 久 間 川 水 管 橋

東 根 川 水 管 橋

上 流

下 流

（ 下 流 ）

上 流

広 瀬 川 水 管 橋

霞 沢 水 管 橋

伝 樋 川 水 管 橋

産 ヶ 沢 川 水 管 橋

糠 田 川 水 管 橋

東 根 川 水 管 橋

下 流

滝 川 水 管 橋

名　　称

牛 沢 川 水 管 橋

普 蔵 川 水 管 橋

細　　別
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 東 部 系 ） 左岸 桑折町大字万 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

施設 正寺字磐石下13-1 下部工  逆T式橋台 2基

右岸 桑折町大字万 口径  φ500  橋長  19.1m
正寺字土手下3-1地先

　 左岸 桑折町大字万 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

　 正寺字明星坂2-5 下部工  逆T式橋台 2基

右岸 桑折町大字万 口径  φ400  橋長  22.6m

正寺字上ノ町21-3

左岸 桑折町南半田 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字五反田13地先 下部工  重力式橋台 2基

右岸 桑折町南半田 口径  φ350  橋長  5.4m

字雁木5-15

桑折町大字北半田 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字新吉田地内 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ200  橋長  4.5m

左岸 桑折町大字 1橋 上部工  添架形式
北半田字下ノ原12-2地先 下部工  道路橋台抱合せ

右岸 桑折町大字 口径  φ200  橋長  16.0m
北半田字古島2-1地先

国見町大字森山 1橋 上部工  添架形式

字壇ノ前8地先 口径  φ200  橋長  22.6m

国見町大字大木戸 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字前橋地内 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ200  橋長  7.1m

左岸 国見町大字 1橋 上部工  DIPﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
西大枝字北谷地21-1地先 下部工  単抗橋台 2基

右岸 国見町大字 口径  φ150  橋長  18.1m
西大枝字牛沢26-1地先

国見町大字西大枝 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字霞沢5地先 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ150  橋長  4.3m

左岸 伊達市梁川町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
新田字大正寺191-2 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市梁川町 口径  φ450  橋長  13.2m

新田字大正寺168

左岸 伊達市梁川町 1橋 上部工  2径間連続π形補剛
大関字葉柴堰45地先            形式

右岸 伊達市梁川町 下部工  道路橋台抱合せ
大関字西川原1-3地先 口径  φ450  橋長  57.208m

左岸 伊達市保原町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字北河原10-3 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市保原町 口径  φ450  橋長  27.0m
大立目字東川原122-7

左岸 伊達市保原町 1橋 上部工  単純支持π形補剛形式

字古川端65-3 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市保原町 口径  φ450  橋長  28.8m

字東台後129-3

左岸  伊達市保原町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
所沢字河部10-1地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸  伊達市保原町 口径  φ500  橋長  18.56m
所沢字中上107-32地先

伊達市霊山町掛田 1橋 上部工  π形補剛形式

字西陣場7-1地先 口径  φ350  橋長  30.3m

左岸 伊達市月舘町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
糠田字柿ノ内1-2地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市月舘町 口径  φ350  橋長  12.85m

糠田字天平72-9

産 ヶ 沢 川 水 管 橋

小 国 川 水 管 橋

滑 川 水 管 橋

古 川 水 管 橋

西 根 堰 水 管 橋

下 流

佐 久 間 川 水 管 橋

東 根 川 水 管 橋

上 流

下 流

（ 下 流 ）

上 流

広 瀬 川 水 管 橋

霞 沢 水 管 橋

伝 樋 川 水 管 橋

産 ヶ 沢 川 水 管 橋

糠 田 川 水 管 橋

東 根 川 水 管 橋

下 流

滝 川 水 管 橋

名　　称

牛 沢 川 水 管 橋

普 蔵 川 水 管 橋

細　　別
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種類 位　　置 標高及び水位 数　　量 規模及び構造 摘要

送水 東 部 系 ） 左岸 伊達市月舘町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
施設 糠田字早稲田24-4地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市月舘町　 口径  φ350  橋長  11.3m
糠田字三斗蒔11地先

左岸 伊達市月舘町 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
糠田字元苗内5-6地先 下部工  逆T式重力式橋台 2基

右岸 伊達市月舘町 口径  φ350  橋長  8.71m

糠田字檀ノ越4地先

川俣町大字羽田 1橋 上部工  ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式
字塚ノ越2地先 下部工  重力式橋台 2基

口径  φ300  橋長  6.07m

　 左岸 川俣町大字 1橋 上部工  単純支持T形補剛形式

　 羽田字川前6-4 下部工  単杭橋台φ400  2基

　 右岸 川俣町大字 口径  φ250  橋長  17.75m

羽田字宮川17-10

伊達市箱崎字 1橋 上部工　DIPﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

聖天森地内 下部工　重力式橋台 2基

口径　φ150　橋長 10.08m

左岸 二本松市木幡 1橋 上部工  単純支持ﾊﾟｲﾌﾟﾋﾞｰﾑ形式

字松木下36-3地先 下部工  深礎杭式橋台 2基

右岸 二本松市木幡 口径  φ200  橋長  9.6m

字松木下40-8地先

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 口径  φ150

〃 口径  φ200

〃 口径  φ250

〃 口径  φ300

〃 口径  φ350

〃 口径  φ400

〃 口径  φ450

〃 口径  φ500

〃 口径  φ600

〃 口径  φ700

〃 口径  φ800

〃 口径  φ900

〃 口径  φ1,000

〃 口径  φ1,200

〃 口径  φ1,350

〃 口径  φ1,500

小 計

鋼 管 口径  φ150

〃 口径  φ200

〃 口径  φ250

〃 口径  φ300

〃 口径  φ350

〃 口径  φ400

〃 口径  φ450

〃 口径  φ500

〃 口径  φ700

〃 口径  φ900

〃 口径  φ1,000

〃 口径  φ1,200

〃 口径  φ1,350

〃 口径  φ1,500

小 計

合 計

箱 崎 水 管 橋

木 幡 川 水 管 橋

送 水 管

上 流

坊 田 沢 水 管 橋

糠 田 川 水 管 橋

女 神 川 水 管 橋

細　　別 名　　称

八 幡 川 水 管 橋
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６ 創設事業工事等の状況　

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他

施設

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

西部系

水管橋築造

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

区分
昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

調査費・委託料

事務費ほか

工事負担金・路面復旧費

用地費

本工事費計

本
工
事
費

導水施設計

西部幹線　φ1,350～
φ1,200　L=4,783.38m

種
別

分類

取水施設計

（ダムとの共同施工負担金）

工
事
費

本工事費計

本
工
事
費

用地費

調査費

事務費ほか

東部幹線　φ1,000～
φ300　L=1,730.66m

福島中央部線　φ800
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６ 創設事業工事等の状況　

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他

施設

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

西部系

水管橋築造

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

区分
昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度

名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

調査費・委託料

事務費ほか

工事負担金・路面復旧費

用地費

本工事費計

本
工
事
費

導水施設計

西部幹線　φ1,350～
φ1,200　L=4,783.38m

種
別

分類

取水施設計

（ダムとの共同施工負担金）

工
事
費

本工事費計

本
工
事
費

用地費

調査費

事務費ほか

東部幹線　φ1,000～
φ300　L=1,730.66m

福島中央部線　φ800

- 30 -

単位：円（消費税込み）

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

伏黒（上部、下部） 伏黒（上部）

平成3年度

西部幹線　φ1,350～
φ1,200　L=2,850.86m

梁川第一線　φ450

平成4年度平成元年度 平成2年度

梁川第二線　φ200

東和線　φ250
L＝2,416.20m

保原第二線　φ300

東部幹線　φ1,000～
φ350　L=2,272.59m

基幹線　φ1,500

梁川第一線　φ450

東部幹線　φ1,000～
φ150　L=13,657.98m

梁川第二線　φ200～
φ150　L=1,832.88m

北八反田川、八反田川、
古川、東根川、伏黒（下
部）

東部幹線　φ1,000～
φ350　L=3,859.26m

福島中央部線　φ800

東部幹線　φ1,000～
φ250　L=5,530.16m

福島中央部線　φ800

西部幹線　φ700

梁川第一線　φ450

安達線　φ350～φ300
L＝4,885.13m

西部幹線　φ700

基幹線　φ1,500
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事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他 導水トンネル（2、3、4工区） 導水トンネル（2、3、4工区）

施設 増沢土砂流出防止

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

西部系

水管橋築造

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

取水施設計

導水施設計

東部幹線　φ700～φ150

保原第二線　φ300

小川（上部、下部）、須川
（上部、下部）、仁井田
（上部）

西部幹線　φ700

用地費

本工事費計

調査費

事務費ほか

種
別

分類 名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

事務費ほか

用地費

調査費・委託料

工事負担金・路面復旧費

本工事費計

本
工
事
費

区分
平成5年度 平成6年度 平成7年度

建設用道路築造、調節池
地盤改良（第1期、第2
期）、調節池築造、大作
山土捨場土砂流出防止

東部幹線　φ900～φ350

調節池築造、浄水場敷地
造成（第1次）

（ダムとの共同施工負担金）

工
事
費

本
工
事
費

仁井田（上部、下部）、摺
上川（下部）、小川（上部）

舘ノ山送水トンネル
φ1,500　L=650.53m

福島中央部線　φ800

安達線　φ350

仁井田（上部）、摺上川
（上部）、須川（上部）

西部幹線　φ700

東部幹線　φ700

梁川第二線　φ200

基幹線　φ1,500

梁川第一線　φ450

東和線　φ250～φ200
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事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他 導水トンネル（2、3、4工区） 導水トンネル（2、3、4工区）

施設 増沢土砂流出防止

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

西部系

水管橋築造

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

取水施設計

導水施設計

東部幹線　φ700～φ150

保原第二線　φ300

小川（上部、下部）、須川
（上部、下部）、仁井田
（上部）

西部幹線　φ700

用地費

本工事費計

調査費

事務費ほか

種
別

分類 名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

事務費ほか

用地費

調査費・委託料

工事負担金・路面復旧費

本工事費計

本
工
事
費

区分
平成5年度 平成6年度 平成7年度

建設用道路築造、調節池
地盤改良（第1期、第2
期）、調節池築造、大作
山土捨場土砂流出防止

東部幹線　φ900～φ350

調節池築造、浄水場敷地
造成（第1次）

（ダムとの共同施工負担金）

工
事
費

本
工
事
費

仁井田（上部、下部）、摺
上川（下部）、小川（上部）

舘ノ山送水トンネル
φ1,500　L=650.53m

福島中央部線　φ800

安達線　φ350

仁井田（上部）、摺上川
（上部）、須川（上部）

西部幹線　φ700

東部幹線　φ700

梁川第二線　φ200

基幹線　φ1,500

梁川第一線　φ450

東和線　φ250～φ200
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単位：円（消費税込み）

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

導水トンネル（2、3、4工区） 導水トンネル（2、3、4工区） 導水トンネル（1、2工区） 導水トンネル（1工区）

水路橋仮設進入路災害復旧 増沢水路橋、接合井築造

松川（上部、下部）

福島中央部線　φ800

東部幹線　φ500～φ300

飯野線　φ250

安達線　φ300

西部幹線　φ1,200～
φ700　L=2,790.33m

基幹線　φ1,500

福島中央部線　φ800

西部幹線　φ700

東部幹線　φ1,000～
φ300　L=1,744.45m

東和線　φ200

東部幹線　φ1,000～
φ300　L=1,071.28m

浄水場敷地造成（第1
次）、大作山第2土捨場土
砂流出防止、待避所設置

浄水場敷地造成（第1
次）、大作山第1土捨場2
次緑化、着水井築造

着水井配管、着水井築
造、浄水場敷地内地滑り
対策、沈澱ろ過池築造
（第1期）、浄水池築造（第
1期）、場内配管（後塩素
混和池～浄水池）、着水
池階段室建築、表洗水槽
建築、排水処理施設築造

国見線　φ300

平成10年度 平成11年度平成8年度 平成9年度

摺上川（上部）、須川（上
部）、滝川

濁川、大森川、松川（上
部）、赤川（上部、下部）

東和線　φ200

赤川（下部）、佐久間川

飯野線　φ250

福島北部　φ800

安達線　φ350～φ150

表洗水槽建築、管理本館
建築、沈澱ろ過池築造
（第1期）、浄水池築造（第
1期）、排水処理施設築
造、脱水機棟建築、電気
機械室建築（第1期）、建
設用道路築造（2次）、接
合井築造

脱水機械（第1期）、急速
ろ過池機械（第1期）、沈
澱池機械（第1期）、排水
処理施設機械、薬品注入
機械（第1期）

浄水場受変電・動力設備
（第1期）

月舘第一築造、月舘第二
築造、川俣築造、東和築
造、福島築造、月舘調整
池築造

東部幹線　φ300～φ250

福島中央部線　φ800
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事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他

施設

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備 薬品注入機械（第1期）

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

桑折線　φ400　L=806.73m

月舘線　φ150　L=147.03m

西部系

水管橋築造 東根川、水原川

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造 遠方監視（第1期）

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

取水施設計

導水施設計

平野築造、伊達築造、上
野寺築造、桑折築造、平
野ほか電気

伊達第一築造、保原第二
築造、霊山築造、飯野築
造、川俣築造、東和築
造、桑折築造、安達築
造、福島中央部築造、福
島南部ほか電気

沈澱ろ過池築造（第2
期）、浄水池築造（第2
期）、排水処理施設築造
（第2期）、A調整池法面
復旧、建設用道路側溝蓋
掛、大作山第1土捨場法
面復旧

沈澱池機械（第2期）、急
速ろ過池機械（第2期）、
薬品注入機械（第2期）、
排水処理施設機械（第2
期）、脱水機械（第2期）、
炭酸ガス注入設備

東部幹線　φ500～φ350

導水トンネル（1工区）、接
合井築造（ダム側）

導水トンネル（1工区）、接
合井築造（ダム側）

用地費

調査費

事務費ほか

脱水機械（第1期）、沈澱
池機械（第1期）、急速ろ
過池機械（第1期）、排水
処理施設機械（第1期）、
薬品注入機械（第1期）

区分
平成12年度 平成13年度 平成14年度

名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

用地費

調査費・委託料

事務費ほか

本工事費計

本
工
事
費

工事負担金・路面復旧費

種
別

分類

工
事
費

導水トンネル（1工区）、増
沢水路橋築造、接合井築
造

浄水池築造（第2期）、場
内景観（第1期）、場内整
備（第1期）

本
工
事
費

（ダムとの共同施工負担金）

霊山線　φ300

動力設備（第2期）、計装・
中央監視（第1期）、水質
試験室電気、建設用道路
街路灯

木幡川、女神川、古川、
伝樋川、産ヶ沢（上流・下
流）、境川

安達線　φ300

梁川第一線　φ450

桑折築造、上野寺築造、
平野築造、平野ほか電
気、月舘築造、国見築
造、福島南部築造、福島
北部築造、福島南部ほか
電気、福島中央部築造

遠方監視（第1期）、福島
自家発電、電気、機械、
福島ほか場内整備、川俣
ほか電気、取付配管、月
舘第一ほか自家発電、機
械、電気

国見線　φ300

福島築造、機械、電気、
川俣築造、川俣ほか電
気、月舘第一ほか機械、
電気、福島自家発電

西部幹線、南部受水池線
φ700　L=93.9m

飯野線　φ250

東和線　φ200

安達線　φ350

西部幹線　φ700～φ300
Ｌ=514.96m

受変電・動力（第1期）、計
装・中央監視（第1期）

接合井築造、沈澱ろ過池
築造（第1期）、脱水機棟
建築、管理本館建築、電
気機械室建築（第1期）、
場内配管（表洗管ほか）

本工事費計

自家発電、計装・中央監
視（第1期）、受変電・動力
（第1期）、外灯（第1期）
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事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

水源開発 ダム負担金

施設整備

遠距離 取水 取水塔他

導水等 施設

施設

整備 導水 導水トンネル他

施設

特定 浄水 土木・建築

広域化 施設

施設

整備

機械設備 薬品注入機械（第1期）

電気設備

送水 送水管 基幹線

施設 布設

東部系

桑折線　φ400　L=806.73m

月舘線　φ150　L=147.03m

西部系

水管橋築造 東根川、水原川

増圧ﾎﾟﾝﾌﾟ所築造 遠方監視（第1期）

受水池流量計室･

幹線流量計室

築造

取水施設計

導水施設計

平野築造、伊達築造、上
野寺築造、桑折築造、平
野ほか電気

伊達第一築造、保原第二
築造、霊山築造、飯野築
造、川俣築造、東和築
造、桑折築造、安達築
造、福島中央部築造、福
島南部ほか電気

沈澱ろ過池築造（第2
期）、浄水池築造（第2
期）、排水処理施設築造
（第2期）、A調整池法面
復旧、建設用道路側溝蓋
掛、大作山第1土捨場法
面復旧

沈澱池機械（第2期）、急
速ろ過池機械（第2期）、
薬品注入機械（第2期）、
排水処理施設機械（第2
期）、脱水機械（第2期）、
炭酸ガス注入設備

東部幹線　φ500～φ350

導水トンネル（1工区）、接
合井築造（ダム側）

導水トンネル（1工区）、接
合井築造（ダム側）

用地費

調査費

事務費ほか

脱水機械（第1期）、沈澱
池機械（第1期）、急速ろ
過池機械（第1期）、排水
処理施設機械（第1期）、
薬品注入機械（第1期）

区分
平成12年度 平成13年度 平成14年度

名称

合計

合計

送水施設計

浄水施設計

用地費

調査費・委託料

事務費ほか

本工事費計

本
工
事
費

工事負担金・路面復旧費

種
別

分類

工
事
費

導水トンネル（1工区）、増
沢水路橋築造、接合井築
造

浄水池築造（第2期）、場
内景観（第1期）、場内整
備（第1期）

本
工
事
費

（ダムとの共同施工負担金）

霊山線　φ300

動力設備（第2期）、計装・
中央監視（第1期）、水質
試験室電気、建設用道路
街路灯

木幡川、女神川、古川、
伝樋川、産ヶ沢（上流・下
流）、境川

安達線　φ300

梁川第一線　φ450

桑折築造、上野寺築造、
平野築造、平野ほか電
気、月舘築造、国見築
造、福島南部築造、福島
北部築造、福島南部ほか
電気、福島中央部築造

遠方監視（第1期）、福島
自家発電、電気、機械、
福島ほか場内整備、川俣
ほか電気、取付配管、月
舘第一ほか自家発電、機
械、電気

国見線　φ300

福島築造、機械、電気、
川俣築造、川俣ほか電
気、月舘第一ほか機械、
電気、福島自家発電

西部幹線、南部受水池線
φ700　L=93.9m

飯野線　φ250

東和線　φ200

安達線　φ350

西部幹線　φ700～φ300
Ｌ=514.96m

受変電・動力（第1期）、計
装・中央監視（第1期）

接合井築造、沈澱ろ過池
築造（第1期）、脱水機棟
建築、管理本館建築、電
気機械室建築（第1期）、
場内配管（表洗管ほか）

本工事費計

自家発電、計装・中央監
視（第1期）、受変電・動力
（第1期）、外灯（第1期）
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単位：円（消費税込み）

事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費

ダム負担金

取水塔　1塔

増沢土捨場法面復旧 緊急放流施設築造 導水トンネル　L=9,269m

接合井　1井　緊急放流施設

緊急放水路測量

すりかみ浄水場

土木・建築　1式

すりかみ浄水場

機械設備　1式

すりかみ浄水場

電気計装設備・

中央監視制御設備　1式

牛沢川 25橋

（小規模な水管橋は送水

管布設に含まれます）

遠方監視（第1期） 遠方監視（第2期） 遠方監視（第2期） 月舘第一、月舘第二、

川俣、東和、福島増圧

ポンプ所

遠方監視制御設備　1式

受水池流量計室17ヶ所

幹線流量計室4ヶ所

月舘調整池1池

計装・中央監視（第2期）、
浄水池入口扉警報装置

保原第一築造、梁川第二
築造、伊達第二ほか電気

薬品注入機械（第2期）、
脱水機械（第2期）、排水
処理施設機械（第2期）、
沈澱池機械（第2期）、急
速ろ過池機械（第2期）

炭酸ガス注入設備、粉末
活性炭注入設備

場内整備（第3期）、排水
処理施設配管、1．2系急
速ろ過池止水壁、大作山
第2土捨場ほか1次緑化、
粉末活性炭注入施設

景観（第2期）、場内整備
（第2期）、建設用道路側
溝蓋掛

急速ろ過池機械設備（第
2期）、沈澱池機械設備
（第2期）、水質試験室空
調機、水質監視水槽用配
管、炭酸ガス注入設備、
換気設備

合計平成15年度 平成16年度 平成17年度

建設用道路側溝蓋掛、蓋
掛（その2）、沈澱・ろ過池
築造（第2期）、浄水場入
り口ほか門扉取付

平野ほか防犯設備、梁川
第一築造、伊達第一ほか
給水栓設置

基幹線
φ1,500

東部系
φ1,000～φ150

保原第一線　φ150

梁川第二線　φ150

伊達第二線　φ150

西部系
φ1,350～φ150

伊達第二築造、伊達第二
ほか電気

動力設備（第2期）、計装・
中央監視（第2期）、外灯
施設

動力設備（第2期）、計装・
中央監視（第2期）、管理
本館融雪
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７　送水管布設状況

 （１）累　年

計

年度比率
（％）

元

年度

口径

昭和 平成

- 36 -― 36 ―



７　送水管布設状況

 （１）累　年

計

年度比率
（％）

元

年度

口径

昭和 平成

- 36 -

単位：ｍ

計
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（２）構成団体別（平成28年3月31日現在）
単位：ｍ

計

構成比率
（％）

計二本松市 伊達市 桑折町 国見町福島市 川俣町

市町名

口径
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（２）構成団体別（平成28年3月31日現在）
単位：ｍ

計

構成比率
（％）

計二本松市 伊達市 桑折町 国見町福島市 川俣町

市町名

口径
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Ⅲ 業 務 概 要 

１ 平成 27 年度の事業概要 

（1）総括事項  
① 業務の状況 

（イ）水道用水供給事業

平成 年度の年間総送水量は、 ㎥（ 日平均送水量 ㎥）で、前年度と

比較して ㎥（ ％）の増となった。

年間総有収水量は、 ㎥（ 日平均有収水量 ㎥）で前年度と比較して

㎥（ ％）の増、当初予定水量と比較して、 ㎥（ ％）の減となり、有収

率は、 ％で前年度同率となった。

給水収益（消費税抜き）は 円で、当初予算と比較して 円（ ％）

の減となった。

（ロ）水質検査事業

水質検査事業は、構成団体の原水及び浄水の水質検査を受託し、水質検査手数料（消費税

抜き）は 円で、当初予算と比較して 円（ ％）の増となった。

② 財政状況

本年度の収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益 円に対し水道

用水供給事業費用 円で、収支差し引き額 円が当年度純利益となり、

前年度繰越欠損金 円からその 円を差し引いた 円を、

未処理欠損金として翌年度に繰り越した。

資本的収支（消費税込み）は、資本的収入 円に対し、資本的支出が

円となり、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 円は、過年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額 円及び、過年度分損益勘定留保資金

円で補てんした。

③ 施設の耐震化

施設の耐震化計画に基づき、北八反田川水管橋ほか 橋の耐震化補強工事を実施したが、平

成 年度からの継続工事である伏黒水管橋耐震化補強工事については、暴風の影響により工期

内に工事が完了できず、平成 年度へ事故繰越となった。

④ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故への対応

東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故により拡散飛来した放射性物質から水道用水の

安全性を確保するため、福島県からゲルマニウム半導体検出装置の無償貸与を受け、検査結果

を企業団ホームページに掲載する等、水道水の安全性について広く周知に努めた。

また、浄水場敷地内に保管を余儀なくされている放射性物質を含む浄水ケーキ（浄水発生土）

の早期処分については、全国水道企業団協議会・日本水道協会の協力を得ながら国・県等関係

機関への働きかけを前年度に引き続き行った。
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Ⅲ 業 務 概 要 

１ 平成 27 年度の事業概要 

（1）総括事項  
① 業務の状況 

（イ）水道用水供給事業

平成 年度の年間総送水量は、 ㎥（ 日平均送水量 ㎥）で、前年度と

比較して ㎥（ ％）の増となった。

年間総有収水量は、 ㎥（ 日平均有収水量 ㎥）で前年度と比較して

㎥（ ％）の増、当初予定水量と比較して、 ㎥（ ％）の減となり、有収

率は、 ％で前年度同率となった。

給水収益（消費税抜き）は 円で、当初予算と比較して 円（ ％）

の減となった。

（ロ）水質検査事業

水質検査事業は、構成団体の原水及び浄水の水質検査を受託し、水質検査手数料（消費税

抜き）は 円で、当初予算と比較して 円（ ％）の増となった。

② 財政状況

本年度の収益的収支（消費税抜き）は、水道用水供給事業収益 円に対し水道

用水供給事業費用 円で、収支差し引き額 円が当年度純利益となり、

前年度繰越欠損金 円からその 円を差し引いた 円を、

未処理欠損金として翌年度に繰り越した。

資本的収支（消費税込み）は、資本的収入 円に対し、資本的支出が

円となり、資本的収入額が資本的支出額に不足する額 円は、過年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額 円及び、過年度分損益勘定留保資金

円で補てんした。

③ 施設の耐震化

施設の耐震化計画に基づき、北八反田川水管橋ほか 橋の耐震化補強工事を実施したが、平

成 年度からの継続工事である伏黒水管橋耐震化補強工事については、暴風の影響により工期

内に工事が完了できず、平成 年度へ事故繰越となった。

④ 東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故への対応

東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故により拡散飛来した放射性物質から水道用水の

安全性を確保するため、福島県からゲルマニウム半導体検出装置の無償貸与を受け、検査結果

を企業団ホームページに掲載する等、水道水の安全性について広く周知に努めた。

また、浄水場敷地内に保管を余儀なくされている放射性物質を含む浄水ケーキ（浄水発生土）

の早期処分については、全国水道企業団協議会・日本水道協会の協力を得ながら国・県等関係

機関への働きかけを前年度に引き続き行った。

（2）議会議決事項

号

号

号

号

号

号

号

号 －
（ 報 告 ）

報 告 第 福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業会計予算の
継続費繰越しの件

議 案 第 平成28年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業
会計予算

議 案 第 平成27年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業
会計補正予算

議 案 第 平成26年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業
会計決算認定の件

議 案 第 福島地方水道用水供給企業団水道用水供給条例の一部を改
正する条例制定の件

議 案 第 平成27年度福島地方水道用水供給企業団水道用水供給事業
会計補正予算

議決年月日

議 案 第 福島地方水道用水供給企業団監査委員選任の件
平成 平成

議案番号 提　　　案　　　事　　　項 提出年月日

議 案 第 福島地方水道用水供給企業団公告式条例の一部を改正する
条例制定の件
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２　用水供給実績

№ 項　　　　　　　　目 単位 平成27年度 前年度実績 備　　　　　考

年間取水量 ㎥

一日最大取水量 ㎥/日

（記録日） 8月5日 8月6日

一日最小取水量 ㎥/日

（記録日） 1月2日 10月13日

一日平均取水量 ㎥/日

年間送水量 ㎥ 浄水池送水流量計積算値

一日最大送水量 ㎥/日

（記録日） 7月15日 8月7日

一日最小送水量 ㎥/日

（記録日） 1月2日 1月2日

一日平均送水量 ㎥/日

有効水量 ㎥

内訳　（有収水量） ㎥ 受水池流入流量計積算値

　　　　（無収水量） ㎥

無効水量 ㎥

有効率 ％ 有効水量/年間送水量×100

有収率 ％ 有収水量/年間送水量×100

原水水温 ℃ 水質連続計器による年間平均値

原水濁度 度 〃

原水ｐH値 〃

原水アルカリ度 ｍｇ/ℓ 〃

PAC使用量 ｋｇ

PAC平均注入率 ｍｇ/Ｌ

次亜塩使用量 浄水場のみ

炭酸ガス使用量 ｋｇ

薬品費 円 炭酸ガス・PAC・塩・粉末活性炭購入費

供給量１㎥当りの薬品費 円 薬品費/年間送水量

電力使用量（全体） ｋWh

電力料金（全体） 円

供給量１㎥当りの電力使用量 ｋWh 電力使用量/年間送水量

供給量１㎥当りの電力料金 円 電力料金/年間送水量

浄水場電力使用量 ｋWh

浄水場電力料金 円

浄水処理１㎥当りの電力使用量 ｋWh 浄水場電力使用量/年間送水量

浄水処理１㎥当りの電力料金 円 浄水場電力料金/年間送水量
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２　用水供給実績

№ 項　　　　　　　　目 単位 平成27年度 前年度実績 備　　　　　考

年間取水量 ㎥

一日最大取水量 ㎥/日

（記録日） 8月5日 8月6日

一日最小取水量 ㎥/日

（記録日） 1月2日 10月13日

一日平均取水量 ㎥/日

年間送水量 ㎥ 浄水池送水流量計積算値

一日最大送水量 ㎥/日

（記録日） 7月15日 8月7日

一日最小送水量 ㎥/日

（記録日） 1月2日 1月2日

一日平均送水量 ㎥/日

有効水量 ㎥

内訳　（有収水量） ㎥ 受水池流入流量計積算値

　　　　（無収水量） ㎥

無効水量 ㎥

有効率 ％ 有効水量/年間送水量×100

有収率 ％ 有収水量/年間送水量×100

原水水温 ℃ 水質連続計器による年間平均値

原水濁度 度 〃

原水ｐH値 〃

原水アルカリ度 ｍｇ/ℓ 〃

PAC使用量 ｋｇ

PAC平均注入率 ｍｇ/Ｌ

次亜塩使用量 浄水場のみ

炭酸ガス使用量 ｋｇ

薬品費 円 炭酸ガス・PAC・塩・粉末活性炭購入費

供給量１㎥当りの薬品費 円 薬品費/年間送水量

電力使用量（全体） ｋWh

電力料金（全体） 円

供給量１㎥当りの電力使用量 ｋWh 電力使用量/年間送水量

供給量１㎥当りの電力料金 円 電力料金/年間送水量

浄水場電力使用量 ｋWh

浄水場電力料金 円

浄水処理１㎥当りの電力使用量 ｋWh 浄水場電力使用量/年間送水量

浄水処理１㎥当りの電力料金 円 浄水場電力料金/年間送水量
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３　取水量及び送水量

定期水質検査
水質管理目標
設定項目検査

その他の
検査・試験

計

検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数
検 体 数
項 目 数

注 ： 検査・試験の種別について

1　定期水質検査　　　　　　　　　　　　　　水道法第20条に基づき定期的に実施している水質基準項目及びその他の項目の検査

2　水質管理目標設定項目検査　　　　　水道水の安全性の確保に万全を期する見地から、水質管理上留意すべき項目の検査

3　浄水処理工程試験　　　　　　　　　　　浄水場における浄水工程ごとにおける水質試験

4　その他の検査・試験　　　　　　　　　　　1～3以外の水質検査（臨時水質検査など）

合計

福島市

二本松市

送 水 量

浄水処理
工程試験

伊達市

企業団

国見町

川俣町

旧月舘町

旧安達町

旧東和町

旧伊達町

取 水 量

旧保原町

桑折町

単位：㎥

４　共同水質検査業務実績

計

旧飯野町

福島市
(飯野町除く）

構成団体 小計

旧霊山町

旧梁川町

月別
種別

団体名
種別

月別
種別
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５　月別給水量

福島市
(旧飯野町除く)

旧飯野町 旧安達町 旧東和町 旧伊達町

２

３

計

一月平均

一日平均

7月 7月 7月 6月 6月 8月 8月 8月

14日 14日 14日 18日 25日 22日 6日 6日一日最大

　　給水量

福島市 二本松市 伊達市

月 別月 別
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５　月別給水量

福島市
(旧飯野町除く)

旧飯野町 旧安達町 旧東和町 旧伊達町

２

３

計

一月平均

一日平均

7月 7月 7月 6月 6月 8月 8月 8月

14日 14日 14日 18日 25日 22日 6日 6日一日最大

　　給水量

福島市 二本松市 伊達市

月 別月 別
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単位：㎥

旧梁川町 旧保原町 旧霊山町 旧月舘町

27日

27日

2日

14日

6日

2日

15日

16日

31日

27日

18日

17日

※1

※2

※2

6月 9月 9月 6月 5月 8月 9月 7月

4日 11日 11日 7日 14日 10日 13日 14日
    －     －

国見町 川俣町 合  計 一日平均 一日最大

    －     －

桑折町

注：  ※2の値は※1より算出しています。

    －     －

    －     －
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６ 電力使用量及び使用料金

（1)動力費

場所 浄水施設

月別 すりかみ浄水場 福島 月舘第一 月舘第二 川俣 東和

場所 

月別 伊達第二 梁川第一 梁川第二 堰本 保原第一 保原第二

一日平均

一月平均

計

送 水 施 設 （ 受 水 池 流 量 計 室 ）

送 水 施 設 （ 増 圧 ポ ン プ 所 ）

一日平均

一月平均

計
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上段：電力使用量（kWh）
下段：電力使用料金（円：消費税込み）

月舘調整池 福島南部 福島中央部 福島北部 飯野 福島鳥川 伊達第一

霊山 月舘 桑折 国見 川俣

※2       22,256

送 水 施 設 （ 受 水 池 流 量 計 室 ）

                               注：　※２の値は※１より算出しています。

送 水 施 設 （ 受 水 池 流 量 計 室 ）

            －

安達

合　　計 一日平均

            －

            －

※1   8,123,303

※2     676,942

- 47 -

― 47 ―



（２）光熱費

場所 すりかみ浄水場

月別 専用道路街路灯 平野 上野寺 桑折 伊達 月舘調整池

場所 

月別 梁川第一 梁川第二 堰本 保原第一 保原第二 霊山

計

送 水 施 設 （ 受 水 池 流 量 計 室 ）

送 水 施 設 （ 幹 線 流 量 計 室 ）

一月平均

一日平均

一月平均

一日平均

計
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上段：電力使用量（kWh）

下段：電力使用料金（円：消費税込み）

福島南部 福島中央部 福島北部 飯野 福島鳥川 安達 伊達第一 伊達第二

月舘 桑折 国見 川俣

注：　※２の値は※１より算出しています。

送水施設（受水池流量計室）

              －

              －

              －

一日平均

※2         170

※1      61,900

※2        5,158

合　　計

東和

緊急備蓄
資材倉庫

送水施設（受水池流量計室）
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使用量 使用量 使用量 注入率 注入率

(kℓ) (ℓ ) (mg/ℓ ) (mg/ℓ )

計

一月平均

一日平均

使用量 使用量 使用量 注入率

(ℓ ) (ℓ) (mg/ℓ )

計

一月平均

一日平均

注入率

(mg/ℓ )

生成次亜塩素酸

ナトリウム(1%)

(mg/ℓ )

す　り　か　み　浄　水　場

使用量

中塩素混和池

生成次亜塩素酸
粉末活性炭

接合井(浄水場側）
・着水井

使用量

着　水　井 薬品混和池

ポリ塩化

アルミニウム

次亜生成

計

一月平均

一日平均

(ℓ )

購入量

原料塩

福島増圧ポンプ所

次亜塩素酸

月舘第二
増圧ポンプ所

ナトリウム(1%)

注入率使用量

(mg/ℓ )

炭酸ガス 苛性ソーダ

注入率

生成次亜塩素酸

(mg/ℓ )

注入率

(mg/ℓ )

ナトリウム(12%)

(ℓ) (mg/ℓ )

苛性ソーダ
次亜塩素酸

ナトリウム(12%)

注入率 使用量 注入率

ナトリウム(1%)

７　薬品使用量

注入率

(mg/ℓ )

すりかみ浄水場

後塩素混和池
すりかみ
浄水場

※　次亜塩素酸ナトリウム
　生成用塩

区分

月別

月別

区分

月別

区分

月別

区分

月別 月別
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使用量 使用量 使用量 注入率 注入率

(kℓ) (ℓ ) (mg/ℓ ) (mg/ℓ )

計

一月平均

一日平均

使用量 使用量 使用量 注入率

(ℓ ) (ℓ) (mg/ℓ )

計

一月平均

一日平均

注入率

(mg/ℓ )

生成次亜塩素酸

ナトリウム(1%)

(mg/ℓ )

す　り　か　み　浄　水　場

使用量

中塩素混和池

生成次亜塩素酸
粉末活性炭

接合井(浄水場側）
・着水井

使用量

着　水　井 薬品混和池

ポリ塩化

アルミニウム

次亜生成

計

一月平均

一日平均

(ℓ )

購入量

原料塩

福島増圧ポンプ所

次亜塩素酸

月舘第二
増圧ポンプ所

ナトリウム(1%)

注入率使用量

(mg/ℓ )

炭酸ガス 苛性ソーダ

注入率

生成次亜塩素酸

(mg/ℓ )

注入率

(mg/ℓ )

ナトリウム(12%)

(ℓ) (mg/ℓ )

苛性ソーダ
次亜塩素酸

ナトリウム(12%)

注入率 使用量 注入率

ナトリウム(1%)

７　薬品使用量

注入率

(mg/ℓ )

すりかみ浄水場

後塩素混和池
すりかみ
浄水場

※　次亜塩素酸ナトリウム
　生成用塩

区分

月別

月別

区分

月別

区分

月別

区分

月別 月別
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８  浄水ケーキ発生量 ９　脱水機運転状況

28日 27日 10日 5日

24日 30日 6日 7日

2日 1日 7日 3日

14日 26日 11日 2日

2日 3日 26日 27日

2日 6日 28日 21日

18日 3日 27日 24日

9日 2日 25日 20日

3日 1日 27日 28日

4日 27日 16日 21日

14日 23日 8日 10日

18日 31日 1日 10日

計

※　降水量・気温の27年度値及び前年度値は、すりかみ浄水場気象計器の値です。

※　降水量・気温の平年値は、福島地方気象台茂庭観測所の値です。

※　天候は、すりかみ浄水場で観測した日数です。

月　　別
平均含水率

( ％ )

運転延べ回数

( 回 )

脱水機運転時間

( 時間　　分 )

前
年
度

平
年
値

年
度

前
年
度

最高

年
度

最低

一月平均

平均

降　　水　　量　　(mm)

曇晴 曇 雨 雪

平
年
値 年

度

前
年
度

晴
前
年
度

天　　候　　（日）

前年度27年度

気    温　(℃)

１０　気　象　状　況

合 計

年
度

　区分

　月別

合　　　計

月      別
浄水ケーキ発生量

( ｔ )

一 月 平 均

雪雨
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１１　工事及び業務委託

 （１）工事の施工状況

  ア  導水施設工事（百万円以上）

対象工事なし。

  イ  浄水施設工事（百万円以上）

対象工事なし。

  ウ　送水施設工事（百万円以上）

単位：円（消費税込み）

  エ  保存工事（百万円以上）
契約金額

平成

年月日 年月日

平成

緊急備蓄資材倉庫新築工事

・建築面積：150.0㎡
・構造：鉄骨造平屋建
・軒高：6.3ｍ
・基礎：直接基礎
・屋根：折版（ガルバリウム鋼板）
・外壁：ガルバリウム鋼板
・床仕上：土間コンクリート
・クレーン：天井設置／手動式／2.8ｔ吊

番号 名 称
着  工 竣　工

　施　　　　工　　　　内　　　　容

北八反田川水管橋
・A1.A2橋台　落橋防止装置工　PCｹｰﾌﾞﾙ、鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ
八反田川水管橋
・A1.A2橋台　落橋防止装置工　PCｹｰﾌﾞﾙ、鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ
松川水管橋
・A1.A2橋台　制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰ工　制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾌﾞﾗｹｯﾄ
・P2橋脚　　 制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰ工　制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾌﾞﾗｹｯﾄ
・A1.A2橋台　落橋防止装置工　鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ
・P1.P2橋脚　落橋防止装置工　鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ
・A1.A2橋台　炭素繊維ｼｰﾄ工
須川水管橋
・A1橋台　　 制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰ工
・A1.A2橋台　落橋防止装置工　PCｹｰﾌﾞﾙ、鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ
・P1橋脚　　 落橋防止装置工　PCｹｰﾌﾞﾙ、鋼製ﾌﾞﾗｹｯﾄ

排水施設設置工　　φ75㎜　 　1基
仕切弁設置工　　　φ200㎜　　1基

北八反田川水管橋ほか耐震化
補強工事

木幡越田地内排水施設設置工
事

計
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　エ　保存工事(百万円以上）

単位：円（消費税込み）

  エ  保存工事（百万円以上）

室外機、室内機撤去及び交換
（撤去）
空調室外機7台、空調室内機14台
（設置）
PAC-1　室外機4台（冷房23.6kw）
　　　 室内機8台天井吊（冷房23.6kw）
PAC-2　室外機3台（冷房23.6kw）
　　　 室内機6台天井吊（冷房23.6kw）

すりかみ浄水場脱水機棟ほか
誘導灯修繕工事

排泥弁修繕
　弁体・弁棒　　　　 12組
　ｼﾘﾝﾀﾞｰ用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ　12組

南部受水池流量計室ほかＵＰ
Ｓ修繕工事

計

ネットフェンス設置工（1.8m）　L=42.0m
片開き門扉設置工（H=1.8m、L=1.0m）　N=1基

保原町所沢稲場地内フェンス
修繕工事

すりかみ浄水場電気室用空調
設備修繕工事

すりかみ浄水場１・２系沈澱
池排泥弁修繕工事

LED誘導灯へ取替
　脱水機棟　21個
　共同溝　　31個

すりかみ浄水場１系沈澱池汚
泥掻寄機修繕工事

・南部受水池流量計室・中央部受水池流量計室
・安達受水池流量計室・桑折受水池流量計室
・国見受水池流量計室・伊達第一受水池流量計室
・保原第二受水池流量計室・平野幹線流量計室
・桑折幹線流量計室・伊達幹線流量計室
・上野寺幹線流量計室・すりかみ浄水場水質試験室
　無停電電源装置（UPS）内ﾊﾞｯﾃﾘﾊﾟｯｸ取替及び処分

1系沈澱池汚泥掻寄機修繕（1-3，1-6）
　走行台車用支点ﾌﾞｯｼｭ　 8個
　走行台車用支点ｵｲﾙｼｰﾙ 16個
　走行台車用連結用ﾌﾞｯｼｭ　24個
　走行台車用連結ｵｲﾙｼｰﾙ　 48個

番号 名 称

すりかみ浄水場沈澱池急速攪
拌機修繕工事

霊山受水池流量計修繕工事

福島増圧ポンプ所自家発電設
備修繕工事

すりかみ浄水場加圧脱水機制
御装置修繕工事

川俣増圧ポンプ所ほか自家発
用蓄電池修繕工事

年月日 年月日

・川俣増圧ポンプ所・東和増圧ポンプ所
自家発用蓄電池取替及び処分

平成 平成

契約金額
着  工 竣　工

すりかみ浄水場１・２系沈澱
池水中カメラ修繕工事

急速攪拌機修繕
　№1～3攪拌機：サイクロ減速機　3台
　№1～4攪拌機：ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞｾｯﾄ 4組

流入流量計取替及び処分
　電磁式水道ﾒｰﾀｰ　口径150㎜　JIS　10K　1台

自家発電設備修繕
　燃料噴射弁　　1個

制御装置修繕
　シーケンサ　　2組
　タッチパネル　2組

・月舘第一増圧ポンプ所・月舘第二増圧ポンプ所
・川俣増圧ポンプ所・東和増圧ポンプ所
　増圧ポンプ分解点検及び部品取替　8台

1・2系沈澱池水中カメラ修繕　1台
　ｶﾒﾗ・ﾚﾝｽﾞ及びOﾘﾝｸﾞ等消耗部品取替

すりかみ浄水場場内舗装修繕
工事

舗装復旧工　一層式　A=384.9㎡

保原町所沢稲場地内応急給水
支援設備修繕工事

応急給水支援設備　　1基

月舘第一増圧ポンプ所ほか増
圧ポンプ修繕工事

　施　　　　工　　　　内　　　　容
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（２）業務委託の施行状況（百万円以上）

単位：円（消費税込み）

番号 件 名 契約金額

平成
～

すりかみ浄水場管理本館清掃業務委託 ～

すりかみ浄水場ほか監視制御設備点検業務委託 ～

すりかみ浄水場ほか自家用電気工作物保安管理業務委託 ～

すりかみ浄水場ほか維持管理業務委託 ～

農薬類及びクリプトスポリジウム等分析業務委託 ～

緊急備蓄資材倉庫新築工事監理業務委託 ～

すりかみ浄水場浄水ケーキ処分業務委託
（単価契約）

～

すりかみ浄水場浄水ケーキ運搬業務委託
（単価契約）

～

福島増圧ポンプ所自家発電設備点検業務委託 ～

すりかみ浄水場空調設備ほか点検業務委託 ～

すりかみ浄水場ほか直流電源装置点検業務委託 ～

すりかみ浄水場薬品注入設備保守点検業務委託 ～

すりかみ浄水場放射線除染業務委託 ～

相馬福島道路建設工事に伴う桑折町松原舘ノ前地内ほか送水
管移設工事実施設計業務委託

～

空気弁点検及び漏水調査等業務委託 ～

ガスクロマトグラフ－質量分析計及び紫外可視分光光度計点検
業務委託

～

誘導結合プラズマ-質量分析計点検業務委託 ～

イオンクロマトグラフ点検業務委託 ～

超純水製造装置点検業務委託 ～

高速液体クロマトグラフ質量分析計及び蛍光システム点検業務
委託

～

計

期 間

すりかみ浄水場ほか運転管理等業務委託
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Ⅳ 水 質 の 状 況

Ⅳ
水
質
の
状
況





検査目的：　水道水の衛生面を確認する検査で、簡易な測定方法の項目について回数を多く行う検査です。

検査結果：　全地点において、検査が不適合となった日はありませんでした。

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

  臨時水質検査

Ⅳ　水質の状況

１　水質検査計画に基づく定期的な水質検査

（１）法令で義務付けられている項目の検査

　ア 毎日検査

（２）水質管理上
必要と判断した
項目の検査

 ２　臨時の水質検査

　平成16年の法改正によって、水道事業者は水質検査を効率的に実施するため、検査対象・
頻度・項目を明示した「水質検査計画」を作成し、これに基づき検査を行うことになりました。
　平成27年度当企業団水質検査計画では、検査区分を下図のとおり５つとしました。

ア　毎日検査

 １　定期的な水質検査

イ　水質基準項目の検査

（１）法令で義務
付けられている
項目の検査

ア　水道の原水及び水源の検査

イ　水質管理目標設定項目の検査

消毒の残留効果　(残留塩素）

安達受水池　流量計室

濁り
異常検出回数
／検査回数

色
異常検出回数
／検査回数

※　消毒の残留効果は、「遊離残留塩素濃度」で判定(0.1mg/L以上）を行っています。

検査地点
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Ⅳ-1-(1)-ｱ

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

※　消毒の残留効果は、「遊離残留塩素濃度」で判定(0.1mg/L以上）を行っています。

消毒の残留効果　(残留塩素）
濁り

異常検出回数
／検査回数

色
異常検出回数
／検査回数

梁川第一受水池　流量計室

濁り
異常検出回数
／検査回数

消毒の残留効果　(残留塩素）

東和受水池　流量計室

色
異常検出回数
／検査回数

検査地点

検査地点

検査地点
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Ⅳ-1-(1)-ｱ

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

※　消毒の残留効果は、「遊離残留塩素濃度」で判定(0.1mg/L以上）を行っています。

消毒の残留効果　(残留塩素）
濁り

異常検出回数
／検査回数

色
異常検出回数
／検査回数

梁川第一受水池　流量計室

濁り
異常検出回数
／検査回数

消毒の残留効果　(残留塩素）

東和受水池　流量計室

色
異常検出回数
／検査回数

検査地点

検査地点

検査地点

- 58 -

Ⅳ-1-(1)-ｱ

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

検査項目

     検査年月
判定

異常検出回数
／検査回数

最大 最小 平均

平成27年　4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

平成28年　1月

2月

　　　　　3月

すりかみ浄水場　出口

色
異常検出回数
／検査回数

濁り
異常検出回数
／検査回数

消毒の残留効果　(残留塩素）

色
異常検出回数
／検査回数

濁り
異常検出回数
／検査回数

消毒の残留効果　(残留塩素）

※　消毒の残留効果は、「遊離残留塩素濃度」で判定(0.1mg/L以上）を行っています。

梁川第二受水池　流量計室検査地点

検査地点
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検査結果:　すべての採水場所で水質基準に適合しています。

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 8月5日 9月2日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ (㎎/L )

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

イ　水質基準項目の検査

検査目的：　水道水が水質基準に適合していることを確認するために行う検査であり、厳しい基準値が設定されています。

す　り　か　み　浄　水　場　
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検査結果:　すべての採水場所で水質基準に適合しています。

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 8月5日 9月2日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ (㎎/L )

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

イ　水質基準項目の検査

検査目的：　水道水が水質基準に適合していることを確認するために行う検査であり、厳しい基準値が設定されています。

す　り　か　み　浄　水　場　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月7日 11月4日 12月2日 1月6日 2月3日 3月2日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　浄　水　池　（　浄　水　場　出　口　）

(基準値は148ページ参照)
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　北　部　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　北　部　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　中　央　部　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　中　央　部　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室

- 65 -― 65 ―



採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　鳥　川　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　鳥　川　

- 66 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　配　水　池　流　量　計　室

(基準値は148ページ参照)
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　南　部　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

福　島　南　部　

- 68 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

飯　野　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

飯　野　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室

- 71 -― 71 ―



採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

安　達　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

安　達　

- 72 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

東　和　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

東　和　

- 74 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

伊　達　第　一　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

伊　達　第　一　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

伊　達　第　二　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

伊　達　第　二　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

梁　川　第　一　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

梁　川　第　一　

- 80 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　受　水　池　流　量　計　室

(基準値は148ページ参照)
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

梁　川　第　二　

- 82 -― 82 ―



採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

梁　川　第　二　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

堰　本　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

堰　本　

- 84 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　配　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

保　原　第　一　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

保　原　第　一　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　受　水　池　流　量　計　室

(基準値は148ページ参照)
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

保　原　第　二　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

保　原　第　二　

- 88 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

霊　山　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

霊　山　

- 90 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

月　舘　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

月　舘　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室

- 93 -― 93 ―



採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

桑　折　　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

桑　折　　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　受　水　池　流　量　計　室

(基準値は148ページ参照)
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

国　見　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

国　見　
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Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

(基準値は148ページ参照)

　受　水　池　流　量　計　室
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

川　俣　
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採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月6日 5月11日 6月8日 7月6日 8月3日 9月7日
気温 （℃）

水温 （℃）

残留塩素 (㎎/L )

一般細菌 (個/mL )

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L )

クロロ酢酸 (㎎/L )

クロロホルム (㎎/L )

ジクロロ酢酸 (㎎/L )

ジブロモクロロメタン (㎎/L )

臭素酸 (㎎/L )

総トリハロメタン (㎎/L )

トリクロロ酢酸 (㎎/L )

ブロモジクロロメタン (㎎/L )

ブロモホルム (㎎/L )

ホルムアルデヒド (㎎/L )

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※ (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 （度）

濁度 （度）

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

川　俣　

- 98 -

Ⅳ-1-(1)-ｲ

平成28年
10月5日 11月9日 12月7日 1月4日 2月8日 3月7日 最高 最低 平均

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

　受　水　池　流　量　計　室

(基準値は148ページ参照)
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（２）水質管理上必要と判断した項目の検査
ア　水道の原水及び水源の検査

試験目的:　原水（水源）の水質状況を監視し、浄水場での処理を適切に行うための検査です。

試験結果:　人為的汚染物質は検出されず、水源として良好な状況でした。

採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 8月5日 9月2日

気温 （℃）

水温 （℃）

一般細菌 (個/mL ）

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L ) － － － － － －

クロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

クロロホルム (㎎/L ) － － － － － －

ジクロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

ジブロモクロロメタン (㎎/L ) － － － － － －

臭素酸 (㎎/L ) － － － － － －

総トリハロメタン (㎎/L ) － － － － － －

トリクロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

ブロモジクロロメタン (㎎/L ) － － － － － －

ブロモホルム (㎎/L ) － － － － － －

ホルムアルデヒド (㎎/L ) － － － － － －

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※1 (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※1 (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

臭気 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

色度 （度）

濁度 （度）

クリプトスポリジウム (個/10L) － － － － － －

ジアルジア (個/10L) － － － － － －

嫌気性芽胞菌

大腸菌(最確数)

電気伝導率 (μS/cm)

生物化学的酸素要求量(BOD) (㎎/L ) － － － － －

溶存酸素(DO) (㎎/L )

化学的酸素要求量(COD) (㎎/L )

クロロフィルa (μg/L ) － － － － － －

アンモニア態窒素 (㎎/L )

浮遊物質(SS) (㎎/L )

総リン (㎎/L )

総アルカリ度 (㎎/L )

総窒素 (㎎/L )

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L )

※1 項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

ダ　ム　側　接　合　井
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Ⅳ-1-(2)-ｱ

平成28年

10月7日 11月4日 12月2日 1月6日 2月3日 3月2日 最高 最低 平均

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － － － － － － －

( 水 源 ： 摺 上 川 ダ ム )
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採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 8月5日 9月2日

気温 （℃）

水温 （℃）

一般細菌 (個/mL ）

カドミウム及びその化合物 (㎎/L )

水銀及びその化合物 (㎎/L )

セレン及びその化合物 (㎎/L )

鉛及びその化合物 (㎎/L )

ヒ素及びその化合物 (㎎/L )

六価クロム化合物 (㎎/L )

亜硝酸態窒素 (㎎/L )

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L )

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L )

フッ素及びその化合物 (㎎/L )

ホウ素及びその化合物 (㎎/L )

四塩化炭素 (㎎/L )

1,4-ジオキサン (㎎/L )

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L )

ジクロロメタン (㎎/L )

テトラクロロエチレン (㎎/L )

トリクロロエチレン (㎎/L )

ベンゼン (㎎/L )

塩素酸 (㎎/L ) － － － － － －

クロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

クロロホルム (㎎/L ) － － － － － －

ジクロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

ジブロモクロロメタン (㎎/L ) － － － － － －

臭素酸 (㎎/L ) － － － － － －

総トリハロメタン (㎎/L ) － － － － － －

トリクロロ酢酸 (㎎/L ) － － － － － －

ブロモジクロロメタン (㎎/L ) － － － － － －

ブロモホルム (㎎/L ) － － － － － －

ホルムアルデヒド (㎎/L ) － － － － － －

亜鉛及びその化合物 (㎎/L )

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L )

鉄及びその化合物 (㎎/L )

銅及びその化合物 (㎎/L )

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L )

マンガン及びその化合物 (㎎/L )

塩化物イオン (㎎/L )

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L )

蒸発残留物 (㎎/L )

陰イオン界面活性剤 (㎎/L )

ジェオスミン　※1 (㎎/L )

2-メチルイソボルネオール　※1 (㎎/L )

非イオン界面活性剤 (㎎/L )

フェノール類 (㎎/L )

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L )

pH値

臭気 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

色度 （度）

濁度 （度）

クリプトスポリジウム (個/10L) － － － －

ジアルジア (個/10L) － － － －

嫌気性芽胞菌

大腸菌(最確数)

電気伝導率 (μS/cm)

生物化学的酸素要求量(BOD) (㎎/L ) － － － － － －

溶存酸素(DO) (㎎/L )

化学的酸素要求量(COD) (㎎/L )

クロロフィルa (μg/L )

アンモニア態窒素 (㎎/L )

浮遊物質(SS) (㎎/L )

総リン (㎎/L )

総アルカリ度 (㎎/L )

総窒素 (㎎/L )

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L )

※1 項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

浄　水　場　側　接　合　井
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Ⅳ-1-(2)-ｱ

平成28年

10月7日 11月4日 12月2日 1月6日 2月3日 3月2日 最高 最低 平均

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

－ － － － － － － － －

藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

－ － － －

－ － － －

－ － － － － － － － －

( 原 水 ： 浄 水 場 入 口 )
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イ　水質管理目標設定項目の検査

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －
－ － －

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －

試験結果:　腐食性（ランゲリア指数）のみ、目標値に適合しませんでした。

試験目的:　水質管理上留意すべき項目が定められており、将来にわたり水道水の安全性を確保するため実施する検査です。
　　　　　　　　この中から企業団が選定した項目について検査を実施しました。

す　り　か　み　浄　水　場　　

浄　水　場　側　　
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イ　水質管理目標設定項目の検査

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －
－ － －

採水場所

採水月日 平成27年
試験項目 4月8日 5月13日 6月10日
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －

試験結果:　腐食性（ランゲリア指数）のみ、目標値に適合しませんでした。

試験目的:　水質管理上留意すべき項目が定められており、将来にわたり水道水の安全性を確保するため実施する検査です。
　　　　　　　　この中から企業団が選定した項目について検査を実施しました。

す　り　か　み　浄　水　場　　

浄　水　場　側　　
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

平成28年
7月8日 7月28日 9月2日 1月26日 最高 最低 平均

－ －

－ －

－ － － － － － －

－ －

－ －

－ －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ －

－ －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ －

－ － － － － － －
－ － － － － － －

平成28年
7月8日 7月28日 9月2日 1月26日 最高 最低 平均

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ － － － － － －

－ － － － － － －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

(目標値は149ページ参照)

試験結果:　腐食性（ランゲリア指数）のみ、目標値に適合しませんでした。

試験目的:　水質管理上留意すべき項目が定められており、将来にわたり水道水の安全性を確保するため実施する検査です。
　　　　　　　　この中から企業団が選定した項目について検査を実施しました。

　浄　水　池　（　浄　水 ： 浄　水　場　出　口　）

　接　合　井　（　原　水 ： 浄　水　場　入　口　）
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L)

ウラン及びその化合物 (㎎/L)

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L)

トルエン (㎎/L)

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L)

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L)

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L)

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ダム側接合井 （ 水源：摺上川ダム ）

(目標値は149ページ参照)

福島北部受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L)

ウラン及びその化合物 (㎎/L)

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) － － －

1,2-ジクロロエタン (㎎/L)

トルエン (㎎/L)

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L)

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) － － －

抱水クロラール (㎎/L) － － －

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L) － － －

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) － － －

マンガン及びその化合物 (㎎/L) － － －

遊離炭酸 (㎎/L) － － －

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L)

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L)

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) － － －

臭気強度（ＴＯＮ） － － －

蒸発残留物 (㎎/L) － － －

濁度 (度) － － －

pH値 － － －

腐食性（ランゲリア指数） － － －

従属栄養細菌 (個/mL) － － －

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) － － －

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ダム側接合井 （ 水源：摺上川ダム ）

(目標値は149ページ参照)

福島北部受水池　流量計室
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

福島中央部受水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

福島鳥川配水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

福島南部受水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

飯野受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

福島南部受水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

飯野受水池　流量計室

- 108 -

Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

安達受水池　流量計室

(目標値は１４９ページ参照)

東和受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

(目標値は149ページ参照)

伊達第二受水池　流量計室

伊達第一受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

(目標値は149ページ参照)

伊達第二受水池　流量計室

伊達第一受水池　流量計室
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

(目標値は149ページ参照)

梁川第二受水池　流量計室

梁川第一受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

堰本配水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

保原第一受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

堰本配水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

保原第一受水池　流量計室

- 112 -

Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

保原第二受水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

霊山受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

(目標値は149ページ参照)

月舘受水池　流量計室

桑折受水池　流量計室
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採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

(目標値は149ページ参照)

月舘受水池　流量計室

桑折受水池　流量計室
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

採水場所

採水月日 平成27年 平成28年
試験項目 7月28日 1月26日 平均
水温 （℃）

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ウラン及びその化合物 (㎎/L) － － －

ニッケル及びその化合物 (㎎/L)

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) － － －

トルエン (㎎/L) － － －

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) － － －

亜塩素酸 (㎎/L) － － －

二酸化塩素 (㎎/L) － － －

ジクロロアセトニトリル (㎎/L)

抱水クロラール (㎎/L)

農薬類 － － －

残留塩素 (㎎/L)

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) － － －

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) － － －

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L)

臭気強度（ＴＯＮ）

蒸発残留物 (㎎/L)

濁度 (度)

pH値

腐食性（ランゲリア指数）

従属栄養細菌 (個/mL)

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) － － －

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

国見受水池　流量計室

(目標値は149ページ参照)

川俣受水池　流量計室
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水質管理目標設定項目検査　農薬類検査　検査結果詳細

採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 9月2日

1,3-ジクロロプロペン(D-D) (㎎/L) － － － － － －

2,2-ＤＰＡ（ダラポン） (㎎/L) － － － － － －

2,4-D（2,4-PA） (㎎/L) － － － － － －

(㎎/L) － － － － － －

(㎎/L) － － － － － －

アシュラム (㎎/L) － － － － － －

アセフェート (㎎/L) － － － － － －

アトラジン (㎎/L) － － － － － －

アニロホス (㎎/L) － － － － － －

アミトラズ (㎎/L) － － － － － －

アラクロール (㎎/L) － － － － － －

イソキサチオン (㎎/L) － － － － － －

イソフェンホス (㎎/L) － － － － － －

イソプロカルブ(MIPC) (㎎/L) － － － － － －

イソプロチオラン(IPT) (㎎/L) － － － － － －

イプロベンホス(IBP) (㎎/L) － － － － － －

イミノクタジン (㎎/L) － － － － － －

インダノファン (㎎/L) － － － － － －

エスプロカルブ (㎎/L) － － － － － －

エディフェンホス（エジフェンホス、EDDP） (㎎/L) － － － － － －

エトフェンプロックス (㎎/L) － － － － － －

エトリジアゾール(エクロメゾール） (㎎/L) － － － － － －

エンドスルファン（ベンゾエピン） (㎎/L) － － － － － －

オキサジクロメホン (㎎/L) － － － － － －

オキシン銅（有機銅） (㎎/L) － － － － － －

オリサストロビン (㎎/L) － － － － － －

カズサホス (㎎/L) － － － － － －

カフェンストロール (㎎/L) － － － － － －

カルタップ (㎎/L) － － － － － －

カルバリル(NAC) (㎎/L) － － － － － －

カルプロパミド (㎎/L) － － － － － －

カルボフラン (㎎/L) － － － － － －

キノクラミン（ACN） (㎎/L) － － － － － －

キャプタン (㎎/L) － －

クミルロン (㎎/L) － － － － － －

グリホサート (㎎/L) － － － － － －

グルホシネート (㎎/L) － － － － － －

クロメプロップ (㎎/L) － － － － － －

クロルニトロフェン(CNP) (㎎/L) － － － － － －

クロルピリホス (㎎/L) － － －

クロロタロニル（TPN） (㎎/L) － － －

シアナジン (㎎/L) － － － － － －

シアノホス（CYAP） (㎎/L) － － － － － －

ジウロン（DCMU） (㎎/L) － － － － － －

ジクロベニル（DBN） (㎎/L) － － － － － －

ジクロルボス（DDVP） (㎎/L) － － － － － －

ジクワット (㎎/L) － － － － － －

ジスルホトン（エチルチオメトン） (㎎/L) － － － － － －

ジチアノン (㎎/L) － － － － － － － －

ジチオカルバメート系農薬 (㎎/L) － － － － － － － －

ジチオピル (㎎/L) － － － － － －

シハロホップブチル (㎎/L) － － － － － －

シマジン（CAT） (㎎/L) － － － － － －

ジメタメトリン (㎎/L) － － － － － －

ジメトエート (㎎/L) － － － － － －

シメトリン (㎎/L) － － － － － －

ジメピペレート (㎎/L) － － － － － －

ダイアジノン (㎎/L) － － －

ダイムロン (㎎/L) － － － － － －

ダゾメット (㎎/L) － － － － － －

(目標値は150ページ参照)

浄 水 場 側 接 合 井 （ 浄 水 場 入 口 ）

最高 最低 平均
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 9月2日

チアジニル (㎎/L) － － － － － －

チウラム (㎎/L) －

チオジカルブ (㎎/L) － － － － － －

チオファネートメチル (㎎/L) － － － － － －

チオベンカルブ (㎎/L) － － － － － －

テルブカルブ（MBPMC） (㎎/L) － － － － － －

トリクロピル (㎎/L) － － － － － －

トリクロルホン（DEP) (㎎/L) － － － － － －

トリシクラゾール (㎎/L) － － － － － －

トリフルラリン (㎎/L) － － － － － －

ナプロパミド (㎎/L) － － － － － －

パラコート (㎎/L) － － － － － －

ピペロホス (㎎/L) － － － － － －

ピラクロニル (㎎/L) － － － － － －

ピラゾキシフェン (㎎/L) － － － － － －

ピラゾリネート（ピラゾレート） (㎎/L) － － － － － －

ピリダフェンチオン (㎎/L) － － － － － －

ピリブチカルブ (㎎/L) － － － － － －

ピロキロン (㎎/L) － － － － － －

フィプロニル (㎎/L) － － － － － －

フェニトロチオン（MEP） (㎎/L) － － －

フェノブカルブ（BPMC） (㎎/L) － － － － － －

フェリムゾン (㎎/L) － － － － － －

フェンチオン(MPP) (㎎/L) － － － － － －

フェントエート(PAP) (㎎/L) － － － － － －

フェントラザミド (㎎/L) － － － － － －

フサライド (㎎/L) － － － － － －

ブタクロール (㎎/L) － － － － － －

ブタミホス (㎎/L) － － － － － －

ブプロフェジン (㎎/L) － － －

フルアジナム (㎎/L) － － － － － －

プレチラクロール (㎎/L) － － － － － －

プロシミドン (㎎/L) － － － － － －

プロチオホス (㎎/L) － － － － － －

プロピコナゾール (㎎/L) － － － － － －

プロピザミド (㎎/L) － － － － － －

プロベナゾール (㎎/L) － － － － － －

ブロモブチド (㎎/L) － － － － － －

ベノミル (㎎/L) － － － － － －

ペンシクロン (㎎/L) － － － － － －

ベンゾビシクロン (㎎/L) － － － － － －

ベンゾフェナップ (㎎/L) － － － － － －

ベンタゾン (㎎/L) － － － － － －

ペンディメタリン (㎎/L) － － － － － －

ベンフラカルブ (㎎/L) － － － － － －

ベンフルラリン（ベスロジン） (㎎/L) － － － － － －

ベンフレセート (㎎/L) － － － － － －

ホスチアゼート (㎎/L) － － － － － －

マラチオン（マラソン） (㎎/L) － － －

メコプロップ（MCPP) (㎎/L) － － － － － －

メソミル (㎎/L) － － － － － －

メタム（カーバム） (㎎/L) － － － － － －

メタラキシル (㎎/L) － － － － － －

メチダチオン（DMTP） (㎎/L) － － － － － －

メチルダイムロン (㎎/L) － － － － － －

メトミノストロビン (㎎/L) － － － － － －

メトリブジン (㎎/L) － － － － － －

メフェナセット (㎎/L) － － － － － －

メプロニル (㎎/L) － － － － － －

モリネート (㎎/L) － － － － － －

(目標値は150ページ参照)

浄 水 場 側 接 合 井 （ 浄 水 場 入 口 ）

最高 最低 平均
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採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 9月2日

1,3-ジクロロプロペン(D-D) (㎎/L) － － － － － －

2,2-ＤＰＡ（ダラポン） (㎎/L) － － － － － －

2,4-D（2,4-PA） (㎎/L) － － － － － －

(㎎/L) － － － － － －

(㎎/L) － － － － － －

アシュラム (㎎/L) － － － － － －

アセフェート (㎎/L) － － － － － －

アトラジン (㎎/L) － － － － － －

アニロホス (㎎/L) － － － － － －

アミトラズ (㎎/L) － － － － － －

アラクロール (㎎/L) － － － － － －

イソキサチオン (㎎/L) － － － － － －

イソフェンホス (㎎/L) － － － － － －

イソプロカルブ(MIPC) (㎎/L) － － － － － －

イソプロチオラン(IPT) (㎎/L) － － － － － －

イプロベンホス(IBP) (㎎/L) － － － － － －

イミノクタジン (㎎/L) － － － － － －

インダノファン (㎎/L) － － － － － －

エスプロカルブ (㎎/L) － － － － － －

エディフェンホス（エジフェンホス、EDDP） (㎎/L) － － － － － －

エトフェンプロックス (㎎/L) － － － － － －

エトリジアゾール(エクロメゾール） (㎎/L) － － － － － －

エンドスルファン（ベンゾエピン） (㎎/L) － － － － － －

オキサジクロメホン (㎎/L) － － － － － －

オキシン銅（有機銅） (㎎/L) － － － － － －

オリサストロビン (㎎/L) － － － － － －

カズサホス (㎎/L) － － － － － －

カフェンストロール (㎎/L) － － － － － －

カルタップ (㎎/L) － － － － － －

カルバリル(NAC) (㎎/L) － － － － － －

カルプロパミド (㎎/L) － － － － － －

カルボフラン (㎎/L) － － － － － －

キノクラミン（ACN） (㎎/L) － － － － － －

キャプタン (㎎/L) － －

クミルロン (㎎/L) － － － － － －

グリホサート (㎎/L) － － － － － －

グルホシネート (㎎/L) － － － － － －

クロメプロップ (㎎/L) － － － － － －

クロルニトロフェン(CNP) (㎎/L) － － － － － －

クロルピリホス (㎎/L) － － －

クロロタロニル（TPN） (㎎/L) － － －

シアナジン (㎎/L) － － － － － －

シアノホス（CYAP） (㎎/L) － － － － － －

ジウロン（DCMU） (㎎/L) － － － － － －

ジクロベニル（DBN） (㎎/L) － － － － － －

ジクロルボス（DDVP） (㎎/L) － － － － － －

ジクワット (㎎/L) － － － － － －

ジスルホトン（エチルチオメトン） (㎎/L) － － － － － －

ジチアノン (㎎/L) － － － － － － － －

ジチオカルバメート系農薬 (㎎/L) － － － － － － － －

ジチオピル (㎎/L) － － － － － －

シハロホップブチル (㎎/L) － － － － － －

シマジン（CAT） (㎎/L) － － － － － －

ジメタメトリン (㎎/L) － － － － － －

ジメトエート (㎎/L) － － － － － －

シメトリン (㎎/L) － － － － － －

ジメピペレート (㎎/L) － － － － － －

ダイアジノン (㎎/L) － － －

ダイムロン (㎎/L) － － － － － －

ダゾメット (㎎/L) － － － － － －

(目標値は150ページ参照)

す り か み 浄 水 場 浄 水 池 （ 浄 水 場 出 口 ）

最高 最低 平均
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Ⅳ-1-(2)-ｲ

採水場所

採水月日 平成27年

試験項目 4月8日 5月13日 6月10日 7月8日 9月2日

チアジニル (㎎/L) － － － － － －

チウラム (㎎/L) －

チオジカルブ (㎎/L) － － － － － －

チオファネートメチル (㎎/L) － － － － － －

チオベンカルブ (㎎/L) － － － － － －

テルブカルブ（MBPMC） (㎎/L) － － － － － －

トリクロピル (㎎/L) － － － － － －

トリクロルホン（DEP) (㎎/L) － － － － － －

トリシクラゾール (㎎/L) － － － － － －

トリフルラリン (㎎/L) － － － － － －

ナプロパミド (㎎/L) － － － － － －

パラコート (㎎/L) － － － － － －

ピペロホス (㎎/L) － － － － － －

ピラクロニル (㎎/L) － － － － － －

ピラゾキシフェン (㎎/L) － － － － － －

ピラゾリネート（ピラゾレート） (㎎/L) － － － － － －

ピリダフェンチオン (㎎/L) － － － － － －

ピリブチカルブ (㎎/L) － － － － － －

ピロキロン (㎎/L) － － － － － －

フィプロニル (㎎/L) － － － － － －

フェニトロチオン（MEP） (㎎/L) － － －

フェノブカルブ（BPMC） (㎎/L) － － － － － －

フェリムゾン (㎎/L) － － － － － －

フェンチオン(MPP) (㎎/L) － － － － － －

フェントエート(PAP) (㎎/L) － － － － － －

フェントラザミド (㎎/L) － － － － － －

フサライド (㎎/L) － － － － － －

ブタクロール (㎎/L) － － － － － －

ブタミホス (㎎/L) － － － － － －

ブプロフェジン (㎎/L) － － －

フルアジナム (㎎/L) － － － － － －

プレチラクロール (㎎/L) － － － － － －

プロシミドン (㎎/L) － － － － － －

プロチオホス (㎎/L) － － － － － －

プロピコナゾール (㎎/L) － － － － － －

プロピザミド (㎎/L) － － － － － －

プロベナゾール (㎎/L) － － － － － －

ブロモブチド (㎎/L) － － － － － －

ベノミル (㎎/L) － － － － － －

ペンシクロン (㎎/L) － － － － － －

ベンゾビシクロン (㎎/L) － － － － － －

ベンゾフェナップ (㎎/L) － － － － － －

ベンタゾン (㎎/L) － － － － － －

ペンディメタリン (㎎/L) － － － － － －

ベンフラカルブ (㎎/L) － － － － － －

ベンフルラリン（ベスロジン） (㎎/L) － － － － － －

ベンフレセート (㎎/L) － － － － － －

ホスチアゼート (㎎/L) － － － － － －

マラチオン（マラソン） (㎎/L) － － －

メコプロップ（MCPP) (㎎/L) － － － － － －

メソミル (㎎/L) － － － － － －

メタム（カーバム） (㎎/L) － － － － － －

メタラキシル (㎎/L) － － － － － －

メチダチオン（DMTP） (㎎/L) － － － － － －

メチルダイムロン (㎎/L) － － － － － －

メトミノストロビン (㎎/L) － － － － － －

メトリブジン (㎎/L) － － － － － －

メフェナセット (㎎/L) － － － － － －

メプロニル (㎎/L) － － － － － －

モリネート (㎎/L) － － － － － －

(目標値は150ページ参照)

す り か み 浄 水 場 浄 水 池 （ 浄 水 場 出 口 ）

最高 最低 平均
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２　臨時の水質検査

水質検査計画では、臨時の水質検査を実施する基準を明示しています。

検査項目は、水質基準項目を基本として、状況に応じて必要な項目について実施します。

平成27年度の検査計画では、以下の場合に検査を実施することと定めました。

①　著しい着色や濁り、異常な臭気が生じるなど、水源の水質が著しく悪化したとき

②　多数の魚のへい死など、水源に異常があったとき

③　水源付近、供給区域及びその周辺において消化器系感染症が流行しているとき

④　薬品注入機の故障などにより、浄水処理の過程に異常が起きたとき

⑤　送水管等の水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき

⑥　浄水施設等を新設したとき

⑦　その他、特に必要があると認められたとき

実施状況

平成27年度においては、臨時検査を実施すべき状況は発生しませんでした。

- 120 -― 120 ―



２　臨時の水質検査
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試験目的：　浄水処理が良好に行われているかを確認するための独自の水質試験です。

試験結果：　除去対象の物質は十分除去され、浄水では水質基準に適合しています。 Ⅳ-3

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 49回 44回
水温 (℃) 49回 44回
残留塩素 (㎎/L) 44回
一般細菌 49回 44回
大腸菌群（定性のみ） (49/49回) 49回 (42/44回) 44回
大腸菌群（最確数） 49回
大腸菌 (0/49回) 49回 (4/44回) 44回
大腸菌（最確数） 49回
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L) 49回
塩化物イオン (㎎/L) 49回 44回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 49回 44回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L) 49回 44回
紫外線吸光度(UV－E260) 49回
色度 (度) 49回 44回
濁度 (度) 49回 44回
pH値 49回 44回
電気伝導率 (μS/cm) 49回 44回
総アルカリ度 (㎎/L) 49回 44回
味
臭気 (49/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 49回 44回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 49回
カルシウム (㎎/L) 49回
マグネシウム (㎎/L) 49回
アンモニア態窒素 (㎎/L) 49回
遊離炭酸 (㎎/L) 49回
侵食性遊離炭酸 (㎎/L) 12回
腐食性（ランゲリア指数） 12回
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L) 12回
ジェオスミン (㎎/L) 8回
2-メチルイソボルネオール (㎎/L) 8回
放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 52回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 52回

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 46回 46回
水温 (℃) 46回 46回
残留塩素 (㎎/L) 46回 46回
一般細菌 46回 46回
大腸菌群（定性のみ） (45/46回) 46回 (43/46回) 46回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (3/46回) 46回 (3/46回) 46回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L) 46回 46回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 46回 46回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L) 46回 46回
紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 46回 46回
濁度 (度) 46回 46回
pH値 46回 46回
電気伝導率 (μS/cm) 46回 46回
総アルカリ度 (㎎/L) 46回 46回
味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 46回 46回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）
放射性ヨウ素（Ｉ-131）

最高 最低 平均 検査回数 最高 最低 平均 検査回数

すりかみ浄水場　2系混和池 すりかみ浄水場　3系混和池

すりかみ浄水場　着水 すりかみ浄水場　1系混和池

最低

３　浄水処理工程試験

最高 最低 平均 検査回数 最高 平均 検査回数
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Ⅳ-3

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 46回 49回
水温 (℃) 46回 49回
残留塩素 (㎎/L) 46回 49回
一般細菌 46回 49回
大腸菌群（定性のみ） (44/46回) 46回 (31/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (3/46回) 46回 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L) 46回 49回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 46回 49回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L) 46回
紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 46回 49回
濁度 (度) 46回 49回
pH値 46回 49回
電気伝導率 (μS/cm) 46回 49回
総アルカリ度 (㎎/L) 46回 49回
味
臭気 (47/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 46回 49回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L) 12回
ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 51回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 51回

51回
採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 49回 49回
水温 (℃) 49回 49回
残留塩素 (㎎/L) 49回 49回
一般細菌 49回
大腸菌群（定性のみ） (33/49回) 49回 (0/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (0/49回) 49回 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L) 49回 49回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 49回 49回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 49回 49回
濁度 (度) 49回 49回
pH値 49回 49回
電気伝導率 (μS/cm) 49回 49回
総アルカリ度 (㎎/L) 49回
味
臭気 (46/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 49回
カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L) 12回
トリハロメタン生成能 (㎎/L) 12回
ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 51回 51回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 51回 51回

最高 最低 平均 検査回数検査回数最高 最低 平均

すりかみ浄水場　3,4系沈澱水 すりかみ浄水場　1,2系ろ過水

最低 平均 検査回数最高 最低 平均 検査回数 最高

すりかみ浄水場　4系混和池 すりかみ浄水場　1,2系沈澱水
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Ⅳ-3

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 46回 49回
水温 (℃) 46回 49回
残留塩素 (㎎/L) 46回 49回
一般細菌 46回 49回
大腸菌群（定性のみ） (44/46回) 46回 (31/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (3/46回) 46回 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L) 46回 49回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 46回 49回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L) 46回
紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 46回 49回
濁度 (度) 46回 49回
pH値 46回 49回
電気伝導率 (μS/cm) 46回 49回
総アルカリ度 (㎎/L) 46回 49回
味
臭気 (47/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 46回 49回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L) 12回
ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 51回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 51回

51回
採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 49回 49回
水温 (℃) 49回 49回
残留塩素 (㎎/L) 49回 49回
一般細菌 49回
大腸菌群（定性のみ） (33/49回) 49回 (0/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (0/49回) 49回 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L) 49回 49回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 49回 49回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 49回 49回
濁度 (度) 49回 49回
pH値 49回 49回
電気伝導率 (μS/cm) 49回 49回
総アルカリ度 (㎎/L) 49回
味
臭気 (46/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 49回 49回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 49回
カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L) 12回
トリハロメタン生成能 (㎎/L) 12回
ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 51回 51回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 51回 51回

最高 最低 平均 検査回数検査回数最高 最低 平均

すりかみ浄水場　3,4系沈澱水 すりかみ浄水場　1,2系ろ過水

最低 平均 検査回数最高 最低 平均 検査回数 最高

すりかみ浄水場　4系混和池 すりかみ浄水場　1,2系沈澱水
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Ⅳ-3

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 48回 49回
水温 (℃) 48回 49回
残留塩素 (㎎/L) 48回 49回
一般細菌 49回
大腸菌群（定性のみ） (0/48回) 48回 (0/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (0/48回) 48回 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L) 49回
塩化物イオン (㎎/L) 48回 49回
有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 48回 49回
溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260) 49回
色度 (度) 48回 49回
濁度 (度) 48回 49回
pH値 48回 49回
電気伝導率 (μS/cm) 48回 49回
総アルカリ度 (㎎/L)

味 (0/49回) 49回
臭気 (0/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L) 48回 49回
マンガン及びその化合物 (㎎/L) 48回 49回
アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 48回 49回
ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 48回 49回
カルシウム (㎎/L) 49回
マグネシウム (㎎/L) 49回
アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L) 11回 12回
トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L) 8回
2-メチルイソボルネオール (㎎/L) 8回
放射性セシウム（Cs-134+Cs-137） 51回 52回
放射性ヨウ素（Ｉ-131） 51回 52回

採水場所

採水月日

試験項目
気温 (℃) 49回 48回
水温 (℃) 49回 48回
残留塩素 (㎎/L) 49回 48回
一般細菌 49回
大腸菌群（定性のみ） (0/49回) 49回
大腸菌群（最確数）
大腸菌 (0/49回) 49回
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度) 49回
濁度 (度) 49回 48回
pH値 49回
電気伝導率 (μS/cm) 49回
総アルカリ度 (㎎/L) 49回
味 (0/49回) 49回
臭気 (0/49回) 49回
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L) 49回
侵食性遊離炭酸 (㎎/L) 12回
腐食性（ランゲリア指数） 12回
総トリハロメタン (㎎/L) 12回
トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）
放射性ヨウ素（Ｉ-131）

検査回数最高 最低 平均 検査回数 最高 最低 平均

すりかみ浄水場　送水

最高

すりかみ浄水場　返送水

平均 検査回数 最高 最低 平均 検査回数

すりかみ浄水場　浄水すりかみ浄水場　3,4系ろ過水

最低
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 沼沢臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 藻臭 藻臭 沼沢臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭

Ⅳ-3

着　水
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

Ⅳ-3

1　系　混　和　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

Ⅳ-3

2　系　混　和　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

Ⅳ-3

3　系　混　和　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 不検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 
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4　系　混　和　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 検出 検出 検出 不検出 不検出 不検出 不検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 藻臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 検出 検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

藻臭 沼沢臭 沼沢臭 異常なし 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 検出 不検出 検出 検出 不検出 検出 検出 不検出 不検出 検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 藻臭 藻臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 藻臭 沼沢臭

Ⅳ-3

1　,　2　系　沈　澱　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 検出 検出 不検出 不検出 検出 検出 検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 藻臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 異常なし 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭 沼沢臭

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 検出 検出 不検出 検出 不検出 検出 不検出 不検出 不検出 検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 藻臭 藻臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 藻臭 沼沢臭 沼沢臭 異常なし 藻臭 藻臭 沼沢臭

Ⅳ-3

3　,　4　系　沈　澱　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

Ⅳ-3

1　,　2　系　ろ　過　池
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

Ⅳ-3
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

Ⅳ-3

浄　水
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ） 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌群（最確数）
大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
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採水場所

採水月日 平成 27 年

試験項目 4月6日 4月13日 4月20日 4月27日 5月1日 5月11日 5月18日 5月25日 6月1日 6月8日 6月15日 6月22日 6月29日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ）
大腸菌群（最確数）
大腸菌
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）
採水月日

試験項目 10月13日 10月19日 10月26日 11月2日 11月4日 11月9日 11月16日 11月24日 11月30日 12月7日 12月14日 12月21日 12月28日

気温 (℃)

水温 (℃)

残留塩素 (㎎/L)

一般細菌
大腸菌群（定性のみ）
大腸菌群（最確数）
大腸菌
大腸菌（最確数）
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L)

塩化物イオン (㎎/L)

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L)

溶存性有機炭素(DOC) (㎎/L)

紫外線吸光度(UV－E260)
色度 (度)

濁度 (度)

pH値
電気伝導率 (μS/cm)

総アルカリ度 (㎎/L)

味
臭気
鉄及びその化合物 (㎎/L)

マンガン及びその化合物 (㎎/L)

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L)

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L)

カルシウム (㎎/L)

マグネシウム (㎎/L)

アンモニア態窒素 (㎎/L)

遊離炭酸 (㎎/L)

侵食性遊離炭酸 (㎎/L)

腐食性（ランゲリア指数）
総トリハロメタン (㎎/L)

トリハロメタン生成能 (㎎/L)

ジェオスミン (㎎/L)

2-メチルイソボルネオール (㎎/L)

放射性セシウム（Cs-134+Cs-137）

放射性ヨウ素（Ｉ-131）

す　り　か　み　浄　水　場　     
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7月6日 7月13日 7月21日 7月27日 8月3日 8月10日 8月17日 8月24日 8月31日 9月7日 9月14日 9月18日 9月28日 10月5日

平成 28 年

1月4日 1月12日 1月18日 1月25日 2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 2月29日 3月7日 3月14日 3月22日 3月28日

Ⅳ-3

返　送　水
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４　水質基準値等一覧表

単位 基準値
気温 （℃） －

水温 （℃） －

残留塩素 (㎎/L) 0.1㎎/L以上

一般細菌 (個/mL) 1mLの検水で形成される集落数が100以下

大腸菌 検出されないこと

カドミウム及びその化合物 (㎎/L) 0.003㎎/L以下

水銀及びその化合物 (㎎/L) 0.0005㎎/L以下

セレン及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

鉛及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

ヒ素及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

六価クロム化合物 (㎎/L) 0.05㎎/L以下

亜硝酸態窒素 (㎎/L) 0.04㎎/L以下

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L) 10㎎/L以下

フッ素及びその化合物 (㎎/L) 0.8㎎/L以下

ホウ素及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

四塩化炭素 (㎎/L) 0.002㎎/L以下

1,4-ジオキサン (㎎/L) 0.05㎎/L以下

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L) 0.04㎎/L以下

ジクロロメタン (㎎/L) 0.02㎎/L以下

テトラクロロエチレン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

トリクロロエチレン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

ベンゼン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

塩素酸 (㎎/L) 0.6㎎/L以下

クロロ酢酸 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

クロロホルム (㎎/L) 0.06㎎/L以下

ジクロロ酢酸 (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ジブロモクロロメタン (㎎/L) 0.1㎎/L以下

臭素酸 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

総トリハロメタン (㎎/L) 0.1㎎/L以下

トリクロロ酢酸 (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ブロモジクロロメタン (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ブロモホルム (㎎/L) 0.09㎎/L以下

ホルムアルデヒド (㎎/L) 0.08㎎/L以下

亜鉛及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 0.2㎎/L以下

鉄及びその化合物 (㎎/L) 0.3㎎/L以下

銅及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 200㎎/L以下

マンガン及びその化合物 (㎎/L) 0.05㎎/L以下

塩化物イオン (㎎/L) 200㎎/L以下

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) 300㎎/L以下

蒸発残留物 (㎎/L) 500㎎/L以下

陰イオン界面活性剤 (㎎/L) 0.2㎎/L以下

ジェオスミン　※ (㎎/L) 0.00001㎎/L以下

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L) 0.00001㎎/L以下

非イオン界面活性剤 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

フェノール類 (㎎/L) 0.005㎎/L以下

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 3㎎/L以下

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと

臭気 異常でないこと

色度 （度） 5度以下

濁度 （度） 2度以下

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

Ⅳ-1-(1)-イ　水質基準項目検査

試験項目
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４　水質基準値等一覧表

単位 基準値
気温 （℃） －

水温 （℃） －

残留塩素 (㎎/L) 0.1㎎/L以上

一般細菌 (個/mL) 1mLの検水で形成される集落数が100以下

大腸菌 検出されないこと

カドミウム及びその化合物 (㎎/L) 0.003㎎/L以下

水銀及びその化合物 (㎎/L) 0.0005㎎/L以下

セレン及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

鉛及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

ヒ素及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

六価クロム化合物 (㎎/L) 0.05㎎/L以下

亜硝酸態窒素 (㎎/L) 0.04㎎/L以下

シアン化物イオン及び塩化シアン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 (㎎/L) 10㎎/L以下

フッ素及びその化合物 (㎎/L) 0.8㎎/L以下

ホウ素及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

四塩化炭素 (㎎/L) 0.002㎎/L以下

1,4-ジオキサン (㎎/L) 0.05㎎/L以下

シス-1,2-ジクロロエチレン及び
トランス-1,2-ジクロロエチレン

(㎎/L) 0.04㎎/L以下

ジクロロメタン (㎎/L) 0.02㎎/L以下

テトラクロロエチレン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

トリクロロエチレン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

ベンゼン (㎎/L) 0.01㎎/L以下

塩素酸 (㎎/L) 0.6㎎/L以下

クロロ酢酸 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

クロロホルム (㎎/L) 0.06㎎/L以下

ジクロロ酢酸 (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ジブロモクロロメタン (㎎/L) 0.1㎎/L以下

臭素酸 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

総トリハロメタン (㎎/L) 0.1㎎/L以下

トリクロロ酢酸 (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ブロモジクロロメタン (㎎/L) 0.03㎎/L以下

ブロモホルム (㎎/L) 0.09㎎/L以下

ホルムアルデヒド (㎎/L) 0.08㎎/L以下

亜鉛及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 0.2㎎/L以下

鉄及びその化合物 (㎎/L) 0.3㎎/L以下

銅及びその化合物 (㎎/L) 1.0㎎/L以下

ナトリウム及びその化合物 (㎎/L) 200㎎/L以下

マンガン及びその化合物 (㎎/L) 0.05㎎/L以下

塩化物イオン (㎎/L) 200㎎/L以下

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) 300㎎/L以下

蒸発残留物 (㎎/L) 500㎎/L以下

陰イオン界面活性剤 (㎎/L) 0.2㎎/L以下

ジェオスミン　※ (㎎/L) 0.00001㎎/L以下

2-メチルイソボルネオール　※ (㎎/L) 0.00001㎎/L以下

非イオン界面活性剤 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

フェノール類 (㎎/L) 0.005㎎/L以下

有機物（全有機炭素（TOC)の量） (㎎/L) 3㎎/L以下

pH値 5.8以上8.6以下

味 異常でないこと

臭気 異常でないこと

色度 （度） 5度以下

濁度 （度） 2度以下

※の項目名は、別名で記載しています。

正式名称、ｼﾞｪｵｽﾐﾝ：(4S,4aS,8aR)-ｵｸﾀﾋﾄﾞﾛ-4,8a-ｼﾞﾒﾁﾙﾅﾌﾀﾚﾝ-4a(2H)-ｵｰﾙ

　        2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ：1,2,7,7-ﾃﾄﾗﾒﾁﾙﾋﾞｼｸﾛ［2,2,1]ﾍﾌﾟﾀﾝ-2-ｵｰﾙ

Ⅳ-1-(1)-イ　水質基準項目検査

試験項目
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単位 目標値
水温 （℃） －

アンチモン及びその化合物 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

ウラン及びその化合物 (㎎/L) ※0.002㎎/L以下

ニッケル及びその化合物 (㎎/L) 0.02㎎/L以下

1,2-ジクロロエタン (㎎/L) 0.004㎎/L以下

トルエン (㎎/L) 0.4㎎/L以下

フタル酸ジ（2－エチルヘキシル） (㎎/L) 0.08㎎/L以下

亜塩素酸 (㎎/L) 0.6㎎/L以下

二酸化塩素 (㎎/L) 0.6㎎/L以下

ジクロロアセトニトリル (㎎/L) ※0.01㎎/L以下

抱水クロラール (㎎/L) ※0.02㎎/L以下

農薬類 検出値と目標値の比の和として、1以下

残留塩素 (㎎/L) 1㎎/L以下

カルシウム、マグネシウム等（硬度） (㎎/L) 10㎎/L以上　100㎎/L以下

マンガン及びその化合物 (㎎/L) 0.01㎎/L以下

遊離炭酸 (㎎/L) 20㎎/L以下

1,1,1-トリクロロエタン (㎎/L) 0.3㎎/L以下

メチル-t-ブチルエーテル (㎎/L) 0.02㎎/L以下

有機物等（過マンガン酸カリウム消費量） (㎎/L) 3㎎/L以下

臭気強度（ＴＯＮ） 3以下

蒸発残留物 (㎎/L) 30㎎/L以上　200㎎/L以下

濁度 (度) 1度以下

pH値 7.5程度

腐食性（ランゲリア指数） －1程度以上とし 極力0に近づける

従属栄養細菌 (個/mL) ※1mLの検水で形成される集落数が2,000以下

1,1-ジクロロエチレン (㎎/L) 0.1㎎/L以下

アルミニウム及びその化合物 (㎎/L) 0.1㎎/L以下

※は暫定値です。

Ⅳ-1-(2)-イ　水質管理目標設定項目検査

試験項目
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Ⅳ-1-(2)-ｲ　農薬類（水質管理目標設定項目15）目標値

　(単位:mg/L)

目標値 目標値
1,3-ジクロロプロペン(D-D) チアジニル

2,2-ＤＰＡ（ダラポン） チウラム

2,4-D（2,4-PA） チオジカルブ

チオファネートメチル

チオベンカルブ

アシュラム テルブカルブ（MBPMC）

アセフェート トリクロピル

アトラジン トリクロルホン（DEP)

アニロホス トリシクラゾール

アミトラズ トリフルラリン

アラクロール ナプロパミド

イソキサチオン パラコート

イソフェンホス ピペロホス

イソプロカルブ(MIPC) ピラクロニル

イソプロチオラン(IPT) ピラゾキシフェン

イプロベンホス(IBP) ピラゾリネート（ピラゾレート）

イミノクタジン ピリダフェンチオン

インダノファン ピリブチカルブ

エスプロカルブ ピロキロン

エディフェンホス（エジフェンホス、EDDP） フィプロニル

エトフェンプロックス フェニトロチオン（MEP）

エトリジアゾール(エクロメゾール） フェノブカルブ（BPMC）

エンドスルファン（ベンゾエピン） フェリムゾン

オキサジクロメホン フェンチオン(MPP)

オキシン銅（有機銅） フェントエート(PAP)

オリサストロビン フェントラザミド

カズサホス フサライド

カフェンストロール ブタクロール

カルタップ ブタミホス

カルバリル(NAC) ブプロフェジン

カルプロパミド フルアジナム

カルボフラン プレチラクロール

キノクラミン（ACN） プロシミドン

キャプタン プロチオホス

クミルロン プロピコナゾール

グリホサート プロピザミド

グルホシネート プロベナゾール

クロメプロップ ブロモブチド

クロルニトロフェン(CNP) ベノミル

クロルピリホス ペンシクロン

クロロタロニル（TPN） ベンゾビシクロン

シアナジン ベンゾフェナップ

シアノホス（CYAP） ベンタゾン

ジウロン（DCMU） ペンディメタリン

ジクロベニル（DBN） ベンフラカルブ

ジクロルボス（DDVP） ベンフルラリン（ベスロジン）

ジクワット ベンフレセート

ジスルホトン（エチルチオメトン） ホスチアゼート

ジチアノン マラチオン（マラソン）

ジチオカルバメート系農薬 0.005※1 メコプロップ（MCPP)

ジチオピル メソミル

シハロホップブチル メタム（カーバム）

シマジン（CAT） メタラキシル

ジメタメトリン メチダチオン（DMTP）

ジメトエート メチルダイムロン

シメトリン メトミノストロビン

ジメピペレート メトリブジン

ダイアジノン メフェナセット

ダイムロン メプロニル

ダゾメット モリネート

※1　二硫化炭素に換算した値で算出

項　　目 項　　目
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Ⅳ-1-(2)-ｲ　農薬類（水質管理目標設定項目15）目標値

　(単位:mg/L)

目標値 目標値
1,3-ジクロロプロペン(D-D) チアジニル

2,2-ＤＰＡ（ダラポン） チウラム

2,4-D（2,4-PA） チオジカルブ

チオファネートメチル

チオベンカルブ

アシュラム テルブカルブ（MBPMC）

アセフェート トリクロピル

アトラジン トリクロルホン（DEP)

アニロホス トリシクラゾール

アミトラズ トリフルラリン

アラクロール ナプロパミド

イソキサチオン パラコート

イソフェンホス ピペロホス

イソプロカルブ(MIPC) ピラクロニル

イソプロチオラン(IPT) ピラゾキシフェン

イプロベンホス(IBP) ピラゾリネート（ピラゾレート）

イミノクタジン ピリダフェンチオン

インダノファン ピリブチカルブ

エスプロカルブ ピロキロン

エディフェンホス（エジフェンホス、EDDP） フィプロニル

エトフェンプロックス フェニトロチオン（MEP）

エトリジアゾール(エクロメゾール） フェノブカルブ（BPMC）

エンドスルファン（ベンゾエピン） フェリムゾン

オキサジクロメホン フェンチオン(MPP)

オキシン銅（有機銅） フェントエート(PAP)

オリサストロビン フェントラザミド

カズサホス フサライド

カフェンストロール ブタクロール

カルタップ ブタミホス

カルバリル(NAC) ブプロフェジン

カルプロパミド フルアジナム

カルボフラン プレチラクロール

キノクラミン（ACN） プロシミドン

キャプタン プロチオホス

クミルロン プロピコナゾール

グリホサート プロピザミド

グルホシネート プロベナゾール

クロメプロップ ブロモブチド

クロルニトロフェン(CNP) ベノミル

クロルピリホス ペンシクロン

クロロタロニル（TPN） ベンゾビシクロン

シアナジン ベンゾフェナップ

シアノホス（CYAP） ベンタゾン

ジウロン（DCMU） ペンディメタリン

ジクロベニル（DBN） ベンフラカルブ

ジクロルボス（DDVP） ベンフルラリン（ベスロジン）

ジクワット ベンフレセート

ジスルホトン（エチルチオメトン） ホスチアゼート

ジチアノン マラチオン（マラソン）

ジチオカルバメート系農薬 0.005※1 メコプロップ（MCPP)

ジチオピル メソミル

シハロホップブチル メタム（カーバム）

シマジン（CAT） メタラキシル

ジメタメトリン メチダチオン（DMTP）

ジメトエート メチルダイムロン

シメトリン メトミノストロビン

ジメピペレート メトリブジン

ダイアジノン メフェナセット

ダイムロン メプロニル

ダゾメット モリネート

※1　二硫化炭素に換算した値で算出

項　　目 項　　目
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５　「福島県飲料水の放射性物質モニタリング検査実施計画」に基づく水道水の放射性物質検査結果

検査結果：全ての検査において、検出限界値未満（１Bq/kg未満）の結果であった。

採取場所 ： すりかみ浄水場　サンプリング室 単位 ： Bq/kg

放射性ヨウ素

セシウム134 セシウム137 ヨウ素131

平成27年4月1日 不検出 不検出 不検出

4月8日 不検出 不検出 不検出

4月15日 不検出 不検出 不検出

4月22日 不検出 不検出 不検出

4月28日 不検出 不検出 不検出

5月7日 不検出 不検出 不検出

5月13日 不検出 不検出 不検出

5月20日 不検出 不検出 不検出

5月27日 不検出 不検出 不検出

6月3日 不検出 不検出 不検出

6月10日 不検出 不検出 不検出

6月17日 不検出 不検出 不検出

6月24日 不検出 不検出 不検出

7月1日 不検出 不検出 不検出

7月8日 不検出 不検出 不検出

7月15日 不検出 不検出 不検出

7月22日 不検出 不検出 不検出

7月29日 不検出 不検出 不検出

8月5日 不検出 不検出 不検出

8月12日 不検出 不検出 不検出

8月19日 不検出 不検出 不検出

8月25日 不検出 不検出 不検出

9月2日 不検出 不検出 不検出

9月9日 不検出 不検出 不検出

9月16日 不検出 不検出 不検出

9月24日 不検出 不検出 不検出

9月30日 不検出 不検出 不検出

10月7日 不検出 不検出 不検出

10月14日 不検出 不検出 不検出

10月21日 不検出 不検出 不検出

10月28日 不検出 不検出 不検出

11月4日 不検出 不検出 不検出

11月11日 不検出 不検出 不検出

11月18日 不検出 不検出 不検出

11月25日 不検出 不検出 不検出

12月2日 不検出 不検出 不検出

12月9日 不検出 不検出 不検出

12月16日 不検出 不検出 不検出

12月22日 不検出 不検出 不検出

12月30日 不検出 不検出 不検出

平成28年1月6日 不検出 不検出 不検出

1月13日 不検出 不検出 不検出

1月20日 不検出 不検出 不検出

1月27日 不検出 不検出 不検出

2月3日 不検出 不検出 不検出

2月10日 不検出 不検出 不検出

2月17日 不検出 不検出 不検出

2月24日 不検出 不検出 不検出

3月2日 不検出 不検出 不検出

3月9日 不検出 不検出 不検出

3月16日 不検出 不検出 不検出

3月23日 不検出 不検出 不検出

3月30日 不検出 不検出 不検出

―

※ 厚生労働省通知：平成24年3月5日付 健水発0305第2号

採取日
放射性セシウム

水道水中の放射性物質
に係る管理目標値（※）
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Ⅴ 財 務 の 状 況

Ⅴ
財
務
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Ⅴ　財務の状況

 １ 予算･決算対照表（平成27年度）

単位:円(消費税込み)、％

予  算  額 決  算  額 比　率

第1款

第1項 営 業 収 益

第2項 営 業 外 収 益

第1款

第1項 営 業 費 用

第2項 営 業 外 費 用

第3項 予 備 費

第1款

第1項 負 担 金

第1款

第1項 建 設 改 良 費

第2項 企 業 債 償 還 金

第3項 予 備 費

△ 2,098,603,440 △ 1,958,244,554

 注:資本的収支の決算額(B)欄の補てん財源内訳

収 支 差 引

収 支 差 引

科 目

資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,958,244,554円は、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支
調整額9,111,353円、及び過年度分損益勘定留保資金1,949,133,201円で補てんしました。

収

益

的

収

支

資

本

的

収

支

水 道 用 水 供 給 事 業 収 益

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

水 道 用 水 供 給 事 業 費 用
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２  損益計算書比較

構 成 構 成

　　科      目
比 率 比 率

水道用水供給事業収益

　営   業   収   益

給 水 収 益

受 託 工 事 収 益 － － －

そ の 他 営 業 収 益

　営  業  外  収  益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

国 庫 補 助 金 － － － －

県 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入 額

雑 収 益

負 担 金 － － － －

水道用水供給事業費用

　営   業   費   用

議 会 費

監 査 委 員 費

原 水 及 び 浄 水 費

送 水 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

　営  業  外  費  用

支払利息及び企業債
取 扱 諸 費

　特   別   損   失 － － －

固 定 資 産 売 却 損 － － － －

過 年 度 損 益 修 正 損 － － － －

東北地方太平洋沖地震
災 害 復 旧 費 － － － －

そ の 他 特 別 損 失 － － －

－ －

※趨勢比率は平成27年度を基準とします。

※各数値については、地方公営企業会計基準改定後の平成26年度以降を記載しました。

趨  勢  比  率

27年度

平成26年度

金 額

      　            年      度 平成27年度

金 額

当 年 度 純 損 益

単位:円（消費税抜き）、％

26年度

- 156 -
― 156 ―



３  貸借対照表比較

 （１）資産の部

構 成 構 成

　　科      目
比 率 比 率

固    定    資    産

　有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 及 び 備 品

建 設 仮 勘 定

ダ ム 使 用 権

水 利 権

そ の 他 無 形 固 定 資 産

建 設 仮 勘 定

流    動    資    産

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

前 払 金 － －

※趨勢比率は平成27年度を基準とします。

※各数値については、地方公営企業会計基準改定後の平成26年度以降を記載しました。

平成27年度

27年度金      額

趨  勢  比  率平成26年度

金      額

資 産 合 計

　無 形 固 定 資 産

      　            年      度

   単位:円（消費税抜き）、％

26年度
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（２）負債･資本の部
   単位:円（消費税抜き）、％

      　　　年      度

構 成 構 成

　　科      目
比 率 比 率

負                  債

　固    定    負    債

　流    動    負    債

　繰    延    収    益

資                  本

　資       本       金

－ － － －

　剰       余       金

資  本  剰  余  金

受 贈 資 産 寄 附 金 － － － －

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

市 町 補 助 金

市 補 助 金

工 事 負 担 金 － － － －

※趨勢比率は平成27年度を基準とします。

※各数値については、地方公営企業会計基準改定後の平成26年度以降を記載しました。

企 業 債

引 当 金

長 期 前 受 金

長期前受金収益化累計額

27年度

趨  勢  比  率平成26年度

金 額 26年度金 額

負 債 資 本 合 計

未 払 金

そ の 他 流 動 負 債

自 己 資 本 金

企 業 債

平成27年度

当年度未処理欠損金

欠 損 金

借 入 資 本 金
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（２）負債･資本の部
   単位:円（消費税抜き）、％

      　　　年      度

構 成 構 成

　　科      目
比 率 比 率

負                  債

　固    定    負    債

　流    動    負    債

　繰    延    収    益

資                  本

　資       本       金

－ － － －

　剰       余       金

資  本  剰  余  金

受 贈 資 産 寄 附 金 － － － －

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

市 町 補 助 金

市 補 助 金

工 事 負 担 金 － － － －

※趨勢比率は平成27年度を基準とします。

※各数値については、地方公営企業会計基準改定後の平成26年度以降を記載しました。

企 業 債

引 当 金

長 期 前 受 金

長期前受金収益化累計額

27年度

趨  勢  比  率平成26年度

金 額 26年度金 額

負 債 資 本 合 計

未 払 金

そ の 他 流 動 負 債

自 己 資 本 金

企 業 債

平成27年度

当年度未処理欠損金

欠 損 金

借 入 資 本 金
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Ⅵ　組　　織（平成28年3月31日現在）

 １　機構

（１）執行機関

（２）議会

企業団の議会は、各構成団体の議会から選出された議員（11人）で構成されます。
単位：人

※1　総務課長兼務
※2　総務課の人数は、課長１名を含まず。
※3　水道技術管理者は施設管理課長が兼務

構成団体の長（6人）により
構成され、企業団の重要
事項の審議を行います。

二本松市 伊達市 国見町

人　数

構成団体名 桑折町 川俣町福島市

施設管理課 施設第二係 (4人)

(13人)

水質管理係 (3人)

(5人)
(1人) (1人) (1人) (1人)

※3

総務課

(7人)
企画係 (3人)

※1

企業長 副企業長 事務局長 次長
施設第一係

理事会

総務係 (4人)
※2

企業団の事業の監査を
行います。（2人）

監査委員
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Ⅵ　組　　織（平成28年3月31日現在）

 １　機構

（１）執行機関

（２）議会

企業団の議会は、各構成団体の議会から選出された議員（11人）で構成されます。
単位：人

※1　総務課長兼務
※2　総務課の人数は、課長１名を含まず。
※3　水道技術管理者は施設管理課長が兼務

構成団体の長（6人）により
構成され、企業団の重要
事項の審議を行います。

二本松市 伊達市 国見町

人　数

構成団体名 桑折町 川俣町福島市

施設管理課 施設第二係 (4人)

(13人)

水質管理係 (3人)

(5人)
(1人) (1人) (1人) (1人)

※3

総務課

(7人)
企画係 (3人)

※1

企業長 副企業長 事務局長 次長
施設第一係

理事会

総務係 (4人)
※2

企業団の事業の監査を
行います。（2人）

監査委員
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２　職員の年齢構成
単位:人、％

区分

年齢別

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～60歳

計

平均年齢

３ 　歴代企業長・副企業長

昭和 昭和

平成

平成

平成 平成

平成 平成

瀬●●戸●●●孝●●則

副 企 業 長

事務系 技術系 計

小　　林　　　 　香   

氏 名

仁志田●昇●司

就任 退任

斎●藤藤●健●

～

冨●永●武●夫

氏　　名

初代 河 原 田●●●● 穣 ●

企 業 長

退任

氏　　名

菅●澤●傳●良

退任
歴　　代

歴　　代

初代

就任

構成比率

～

吉●●田●●●修●●一

就任
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４ 　歴代企業団議長・監査委員

昭和 平成 昭和 昭和

平成

平成 平成

※監査委員の任期は4年

一 樹

博 正

～東海林

八 島

佐 藤 一 好

～

～

金 谷 正　人

髙 村 一　彦

粕 谷 悦 功

匡 一 朗

大 越

高 木

清
元.

横 山

佐 藤

山 岸 清

二 階 堂

黒 澤

誉 田

島 貫

桜 田

二 階 堂 幸 治

栄 一

義 衛

明 夫

初
代

歴代

初代

初
代

押 部

勇

渡 辺 明 義

昭三郎

栄 哉

中 村

大 宮

退任就任

監査委員

氏　　名

企 業 団 議 長

就　　任

昭和

氏　　名 退　　任

大 宮

眞 五

俊

義 郎

源 一

勇

冨 冶

元.

斎 藤

八 島

代表監査委員歴
代 氏　　名 就任 退任

木 村

品 竹

廣田 村

廣 男菅 野

矢 崎

貞 男

浩紺 野

昭 義菅 野

俊 平

元.

歴
代

克 尚

清

渡 辺

中 村

冨 冶

忠 美佐 藤

六 朗

平成

昭和

平成

斎 藤

藤 三
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５　　事務分掌　

課 係 事　　　務　　　分　　　掌

総 務 課 総 務 係 文書の収受、発送及び整理保存に関すること。

規約、条例、規則、規程等の制定及び改廃に関すること。

職員の勤務条件に関すること。

職員の給与、旅費及びその他給付に関すること。

職員の研修、福利厚生及び安全衛生に関すること。

職員の身分取扱いに関すること。

事務の組織及び分掌に関すること。

職員の定数に関すること。

被服の貸与に関すること。

事務改善に関すること。

公印の保管に関すること。

公告式に関すること。

工事請負、物品の購入その他の契約に関すること。

公用自動車の総括に関すること。

公務災害の認定等に関すること。

庁舎の管理に関すること。

資産の取得、管理及び処分に関すること。

資産関係の補償に関すること。

財政計画及び調整に関すること。

予算の編成に関すること。

小切手の振出し及び現金出納並びに保管に関すること。

指定金融機関等に関すること。

決算に関すること。

一時借入金に関すること。

国庫補助事業に係る申請及び報告に関すること。

企業債に関すること。

予算執行統制及び調整に関すること。

支出負担行為の確認に関すること。

財務会計システムの保守及び管理に関すること。

給水料金等の収納管理に関すること。

業務状況の公表に関すること。

計理状況の報告に関すること。

資産の評価及び償却に関すること。

監査委員に関すること。

議会の招集及び議案の調整に関すること。

理事会の開催に関すること。

水道担当課長会の開催に関すること。

たな卸し資産の管理に関すること。

課内他の係に属さない事務に関すること。

企 画 係 用水供給事業の事業認可に関すること。

水利使用の許可申請に関すること。

用水供給事業の総合企画及び調整に関すること。

国、県等の関係機関との協議及び調整に関すること。

工事等の検査に関すること。

工事の設計積算基準及び技術管理等に関すること。

災害対策に関すること。

渇水対策に関すること。

資産の貸借に関すること。

物品等の検収に関すること。

事業年報及び事業概要の作成に関すること。

広報に関すること。

施設見学に関すること。
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４ 　歴代企業団議長・監査委員

昭和 平成 昭和 昭和

平成

平成 平成

※監査委員の任期は4年

一 樹

博 正

～東海林

八 島

佐 藤 一 好

～

～

金 谷 正　人

髙 村 一　彦

粕 谷 悦 功

匡 一 朗

大 越

高 木

清
元.

横 山

佐 藤

山 岸 清

二 階 堂

黒 澤

誉 田

島 貫

桜 田

二 階 堂 幸 治

栄 一

義 衛

明 夫

初
代

歴代

初代

初
代

押 部

勇

渡 辺 明 義

昭三郎

栄 哉

中 村

大 宮

退任就任

監査委員

氏　　名

企 業 団 議 長

就　　任

昭和

氏　　名 退　　任

大 宮

眞 五

俊

義 郎

源 一

勇

冨 冶

元.

斎 藤

八 島

代表監査委員歴
代 氏　　名 就任 退任

木 村

品 竹

廣田 村

廣 男菅 野

矢 崎

貞 男

浩紺 野

昭 義菅 野

俊 平

元.

歴
代

克 尚

清

渡 辺

中 村

冨 冶

忠 美佐 藤

六 朗

平成

昭和

平成

斎 藤

藤 三
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課 係 事　　　務　　　分　　　掌

施 設 管 理 課 施 設第 一係 取水に関すること。

浄水の生産管理に関すること。

電気及び機械設備工事の調査設計及び施工監督に関すること。

自家用電気工作物の管理に関すること。

施設の運転監視及び保守点検に関すること。

施設の電気機械設備の点検に関すること。

給水量の計量及び認定に関すること。

所管に係る国、県等の関係機関との協議に関すること。

構成団体との技術的な協議に関すること。

工事の精算に関すること。

課内他の係に属さない事務に関すること。

施 設第 二係 土木及び建築工事の調査設計及び施工監督に関すること。

土木施設等の修繕工事に関すること。

道路並びに河川の占用及び工作物築造の許可申請並びに更新に関すること。

所管に係る国、県等の関係機関との協議に関すること。

構成団体との技術的な協議に関すること。

工事の精算に関すること。

水 質管 理係 水質検査及び水質管理に関すること。

共同水質検査に関すること。

浄水処理薬品の品質管理に関すること。

水源の環境保全に係る調査及び研究に関すること。

- 164 -― 164 ―



 

 

Ⅶ そ の 他

Ⅶ
そ　

の　

他





Ⅶ　そ　の　他

１　平成27年度施設見学者数

団体 人 団体 人 団体 人 団体 人

水道週間

合　　　計

平成 年度
実 績

平成27年6月6日～7日　水道週間イベントの様子

人 数

備　　　　考

人 数 団体数

合　　　計

団体数 団体数 人 数

行 政 視 察 小 学 校

人 数

一 般 団 体
・ 個 人

団体数

区 分

月
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２ 災害対策等の対応　

企 業 団 の 対 応

災害対策本部継続設置中
第1次配備体制

震度4
震度3

点検の結果、異常なし

緊急備蓄資材倉庫完成

平成27年10月15日　防災訓練状況

平成27年10月21日　消防訓練状況

災 害 発 生 の
年 月 日

災 害 の
種 類

午後3時4分頃　福島県沖　深さ約30ｋｍ 　M5.5

災 害 の 規 模

地震平成27年10月21日
伊達市、桑折町、国見町、川俣町
福島市、二本松市

- 168 -
― 168 ―



３ 主な行事

年 月 日 件　　　名 場所等 出席者

平成

～

日本水道協会福島県支部第61回総会 郡山市 関係職員

例月出納検査（3月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

例月出納検査（4月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

～

ふくしまの水　モンドセレクション2015金賞受賞報告会
及び記念祝賀会

ホテル辰巳屋 事務局長ほか

～

例月出納検査（5月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

第9回摺上川ダム茂庭っ湖まつり 摺上川ダム周辺 関係職員

例月出納検査（6月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

企業団理事会 ホテル福島グリーンパレス 企業長ほか

企業団理事会 ラコパふくしま 企業長ほか

8月企業団議会臨時会 すりかみ浄水場 企業長ほか

企業団議会全員協議会 すりかみ浄水場 企業長ほか

例月出納検査（7月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

8月企業団議会定例会 すりかみ浄水場 企業長ほか

出納取扱金融機関検査 東邦銀行 関係職員

例月出納検査（8月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

防災訓練 すりかみ浄水場 全職員

第14回摺上川ダム森づくり大作戦 摺上川ダム直下 関係職員

消防訓練 すりかみ浄水場 全職員

～

例月出納検査（9月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

～

普通救命講習会 すりかみ浄水場 関係職員

例月出納検査（10月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

例月出納検査（11月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

番号

全国水道企業団協議会第59回総会 福岡県久留米市 関係職員

全国水道企業団協議会東北地区協議会第40回幹事会及び
第22回総会

青森県弘前市 関係職員

日本水道協会平成27年度全国会議

すりかみ浄水場水道週間イベント(すりかみ浄水場一般公開) 全職員

全国水道企業団東北地区協議会第30回連絡会議及び第19
回研修会

青森県八戸市 関係職員

埼玉県さいたま市 関係職員
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年 月 日 件　　　名 場所等 出席者

平成

番号

例月出納検査（12月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

企業団理事会 ラコパふくしま 企業長ほか

2月企業団議会定例会 すりかみ浄水場 企業長ほか

例月出納検査（1月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

～

情報伝達訓練 すりかみ浄水場 全職員

例月出納検査（2月分） すりかみ浄水場 監査委員ほか

       平成27年10月18日　第14回摺上川ダム森づくり大作戦の様子

全国水道企業団協議会東北地区協議会第41回幹事会 宮城県石巻市 関係職員

平成27年6月6日　ふくしまの水　モンドセレクション2015　金賞受賞報告会の様子

             平成27年7月26日　第9回摺上川ダム茂庭っ湖まつりの様子

- 170 -
― 170 ―



 

 

資 料

 

資

料





資
　

料
 　

  

 １
　

構
成

団
体

の
給

水
世

帯
数

及
び

人
口

の
推

移

年
度

項
目

※
　

二
本

松
市

は
旧

安
達

町
と

旧
東

和
町

の
み

で
す

。

平
成

1
8
年

度

％

平
成

2
3
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
7
年

度
平

成
2
6
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
1
9
年

度
平

成
2
0
年

度
平

成
2
5
年

度
平

成
2
4
年

度

給
水

戸
数

人人

人 　 　 　 　 　 口

行
政

区
域

内
人

口

単
位

給
水

区
域

内
人

口

給
水

普
及

率

給
水

人
口

戸人

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

行
政

区
域

内

人
口

給
水

区
域

内

人
口

給
水

人
口

-173-

（
人

）

― 173 ―



２
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成
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給
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４　原子力災害への対応

(1)　水道水への対応

(2)　浄水ケーキへの対応

　　＜場内での仮置き状況＞
管理区分 重量(t)

8,000Bq/kg超

（指定廃棄物）

/kg以下
（特定産業廃棄物）

計
（平成27年度末）

(3)　空間放射線量について

(4)　すりかみ浄水場の除染について

　平成27年度の除染については、将来計画用地等の表土剥ぎ取り、除去土壌等の場内
保管及び舗装面の高圧洗浄を実施した。

　平成26年度に引き続き、福島県から貸与のゲルマニウム半導体検出器により、その
測定結果については、企業団ホームページで公表し、全て検出限界値未満すりかみ浄
水場内で浄水した水道水1検体並びに構成市町（福島市、二本松市、桑折町、国見町）
の水道水14検体、計15検体について「福島県飲料水の放射性物質モニタリング検査実
施計画」に基づき、週１回の測定を行った。

　その測定結果については、企業団ホームページで公表し、全て検出限界値未満で不
検出の状況である。

　すりかみ浄水場の浄水処理工程で発生した浄水ケーキについては、『放射性物質汚
染対処特措法』により、8,000Bq／kgを超える416.18tは国の責任において処分するこ
ととなっており、最終処分場が決まるまでの間、環境省と指定廃棄物保管委託業務の
契約を締結して仮置きしている。
　また、8,000Bq/㎏以下の放射性物質を含む浄水ケーキについては、排出事業者自ら
が処分することとされている。
　平成27年度は昨年度に続き、1,500Bq/kg以下の浄水ケーキについて、最終処分する
契約を締結し、日々製造された浄水ケーキ約830tを処分した。
　なお、8,000Bq/㎏以下の放射性物質を含む浄水ケーキのうち、1,500Bq/㎏を超える
ものについては、最終処分先が決まるまでの間、仮置きしている。

　東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の拡散により、す
りかみ浄水場来訪者をはじめ、浄水場勤務者、浄水ケーキの移送・梱包・保管作業従
事者等の健康への影響に配慮する必要があるため、平成26年度に引き続き、週１回、
ＮａＩシンチレーションサーベイメータにより、すりかみ浄水場内における空間放射
線量の定点測定を定期的かつ継続的に実施した。
　また、8,000Bq／kgを超える指定廃棄物を保管する場合に必要となる敷地境界の空間
線量の測定を平成26年度に引き続き定期的かつ継続的に実施した。
　なお、代表地点の測定結果については、企業団ホームページで公表した。

浄水ケーキの仮置状況
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４　原子力災害への対応

(1)　水道水への対応

(2)　浄水ケーキへの対応

　　＜場内での仮置き状況＞
管理区分 重量(t)

8,000Bq/kg超

（指定廃棄物）

/kg以下
（特定産業廃棄物）

計
（平成27年度末）

(3)　空間放射線量について

(4)　すりかみ浄水場の除染について

　平成27年度の除染については、将来計画用地等の表土剥ぎ取り、除去土壌等の場内
保管及び舗装面の高圧洗浄を実施した。

　平成26年度に引き続き、福島県から貸与のゲルマニウム半導体検出器により、その
測定結果については、企業団ホームページで公表し、全て検出限界値未満すりかみ浄
水場内で浄水した水道水1検体並びに構成市町（福島市、二本松市、桑折町、国見町）
の水道水14検体、計15検体について「福島県飲料水の放射性物質モニタリング検査実
施計画」に基づき、週１回の測定を行った。

　その測定結果については、企業団ホームページで公表し、全て検出限界値未満で不
検出の状況である。

　すりかみ浄水場の浄水処理工程で発生した浄水ケーキについては、『放射性物質汚
染対処特措法』により、8,000Bq／kgを超える416.18tは国の責任において処分するこ
ととなっており、最終処分場が決まるまでの間、環境省と指定廃棄物保管委託業務の
契約を締結して仮置きしている。
　また、8,000Bq/㎏以下の放射性物質を含む浄水ケーキについては、排出事業者自ら
が処分することとされている。
　平成27年度は昨年度に続き、1,500Bq/kg以下の浄水ケーキについて、最終処分する
契約を締結し、日々製造された浄水ケーキ約830tを処分した。
　なお、8,000Bq/㎏以下の放射性物質を含む浄水ケーキのうち、1,500Bq/㎏を超える
ものについては、最終処分先が決まるまでの間、仮置きしている。

　東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故による放射性物質の拡散により、す
りかみ浄水場来訪者をはじめ、浄水場勤務者、浄水ケーキの移送・梱包・保管作業従
事者等の健康への影響に配慮する必要があるため、平成26年度に引き続き、週１回、
ＮａＩシンチレーションサーベイメータにより、すりかみ浄水場内における空間放射
線量の定点測定を定期的かつ継続的に実施した。
　また、8,000Bq／kgを超える指定廃棄物を保管する場合に必要となる敷地境界の空間
線量の測定を平成26年度に引き続き定期的かつ継続的に実施した。
　なお、代表地点の測定結果については、企業団ホームページで公表した。

浄水ケーキの仮置状況
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＜浄水ケーキの検査結果（平成27年度分）＞

　浄水ケーキに含まれる放射性物質については、測定結果をホームページで公表した。

単位：Bq／kg
放射性ヨウ素
測定値(I-131)

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

平成27年6月5日

測定日 排出用ホッパー

平成27年4月7日

平成27年4月24日

平成27年5月8日

平成27年5月18日

放射性セシウム
測定値（Cs-134+137）

平成27年9月14日

平成27年10月30日

平成27年6月16日

平成27年6月19日

平成27年5月26日

平成27年6月30日

平成27年7月24日

平成27年8月21日

平成27年11月10日

平成27年11月17日

平成27年10月16日
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放射性ヨウ素
測定値(I-131)

平成27年11月24日 不検出 №1-2

平成27年11月26日 不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

不検出 №1-1

不検出 №2-2

平成28年2月5日 不検出 №2-1

平成28年2月9日 不検出 №1-2

不検出 №1-1

不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

平成28年3月8日 不検出 №1-1

平成28年3月11日 不検出 №2-2

不検出 №1-2

不検出 №2-1

※ 検出限界値未満を“不検出”と表記しています。

排出用ホッパー
放射性セシウム

測定値（Cs-134+137）

平成27年12月21日

平成28年1月4日

平成28年1月12日

測定日

平成28年3月22日

平成27年12月4日

平成27年12月11日

平成28年1月19日

平成28年2月16日

平成28年2月29日

平成28年1月29日

- 178 -― 178 ―



５
す
り
か
み
浄
水
場
平
面
図

接
合
井

着 水 井

薬
品
沈
澱
池

急
速
ろ
過
池

排 水 処 理 施 設

薬
注
棟

管 理 本 館

脱
水
機
棟

浄
水
池

Ａ
調
節
池

遊
水
池

表
洗
水
槽

活
性
炭
注
入
施
設

脱
水
設
備

Ｂ
調
節
池

- 179 -
― 179 ―



６
す
り
か
み
浄
水
場
水
位
高
低
図

- 180 -
― 180 ―



６
す
り
か
み
浄
水
場
水
位
高
低
図

- 180 -

国
見

受
水
池

平
野
幹
線

流
量
計
室

福
島
北
部

配
水
池

福
島
中
央
部

受
水
池

福
島
増
圧

ポ
ン
プ
所

福
島
鳥
川

配
水
池

上
野
寺
幹
線

流
量
計
室

伊
達
第
一

受
水
池

伊
達
第
二

受
水
池

桑
折

受
水
池

梁
川
第
一

受
水
池

梁
川
第
二

受
水
池

堰
本

配
水
池

伊
達
幹
線

流
量
計
室

保
原
第
一

受
水
池

保
原
第
二

受
水
池

福
島
南
部

受
水
池

霊
山

受
水
池

月
舘
第
一
増
圧

ポ
ン
プ
所

月
舘
第
二
増
圧

ポ
ン
プ
所

川
俣
増
圧

ポ
ン
プ
所

東
和
増
圧

ポ
ン
プ
所

飯
野

受
水
池

川
俣

受
水
池

月
舘

受
水
池

東
和

受
水
池

月
舘

調
整
池

桑
折
幹
線

流
量
計
室

す
り
か
み

浄
水
場

接
合
井

（
ダ
ム
側
）

摺
上
川

ダ
ム

安
達

受
水
池

７
施
設
高
低
図

- 181― 181 ―



８
　
平
成
2
7
年
度
　
摺
上
川
ダ
ム
取
水
位

- 182-

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

ダ
ム
貯

水
位

最
高
水
位

満
水
位

上
水

道
取

水
位

最
低

水
位

最
高
水
位

通
常
満
水
位

制
限
水
位

貯
水
位

上
水
道
取
水
位

最
低
水
位

（
）

洪
水
期

～

― 182 ―



 

企 業 団 章

平成 年 月 日制定

摺上川の清浄な水のイメージと企業団の団結・発展を表しています。

福島地方の「Ｆ」を図案化したものです。
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